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4
月　

東
京
駅
八
重
洲
南
口
、
国
労
会
館
内
の
国
際
運
輸
労
連
事
務
所
の

一
隅
を
借
り
、
I
M
F
日
本
事
務
所
を
開
設
。

	

瀬
戸
一
郎
氏
が
所
長
と
な
る
。　

★
１

5
月　

教
宣
オ
ル
グ
用
に
「
国
際
金
属
労
連
ニ
ュ
ー
ス
」
を
創
刊
。

11
月　

鉄
鋼
大
手
４
労
組
、
第
11
波
ス
ト
に
突
入
。

3
月　

I
M
F
が
鉄
鋼
労
連
の
闘
争
に
１
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
送
る
。 

★
２

12
月　

返
礼
と
し
て
、
鉄
鋼
労
連
が
全
米
鉄
鋼
労
組
の
ス
ト
に
１
０
０
万

円
の
カ
ン
パ
を
送
る
。

1
月　

全
米
機
械
工
労
組
書
記
長
来
日

2
月　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
鉄
鋼
労
組
書
記
長
来
日

3
月　

全
米
鉄
鋼
労
組
国
際
部
長
来
日

3
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
造
船
産
業
部
会

5
月　

全
米
鉄
鋼
労
組
地
区
議
長
・
副
議
長
来
日

10
月　

鉄
鋼
労
連
訪
米
代
表
団

5
月　

第
19
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会（
ロ
ー
マ
）に
鉄
鋼
労
連
、

	

電
機
労
連
、
全
機
金
の
代
表
が
オ
ブ
参
加
。

10
月　

電
機
労
連
訪
米
代
表
団

2
月　

全
米
鉄
鋼
労
組
代
表
団
来
日
。

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
鉄
鋼
部
会（
ド
イ
ツ
）に
鉄
鋼
労
連
か
ら
オ
ブ
参
加
。

5
月　

全
米
電
機
労
組
Ｉ
Ｕ
Ｅ
代
表
来
日
、電
機
労
連
10
周
年
記
念
大
会
に
出
席
。

8
月　

鉄
鋼
労
連
訪
米
代
表
団
、
全
米
鉄
鋼
労
組
大
会
に
出
席
。

11
月　

Ｕ
Ａ
Ｗ
代
表
団
来
日
。

1
月　

第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
結
成
準
備
懇
談
会
開
く
。

	

以
降
11
月
ま
で
に
７
回
開
く
。

12
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
グ
ラ
デ
ル
書
記
長
が

	

「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
結
成
」
を
再
度
提
唱
。

1
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
第
１
回
結
成
準
備
会
。

4
月　

第
２
回
結
成
準
備
会
で
日
本
協
議
会
の
規
約
案
、会
費
、
予
算
な
ど

最
終
決
定
。

・
な
べ
底
景
気
下
の
春
闘

【
初
任
給
】大
卒 

１
万
３
４
６
７
円

・
最
低
賃
金
法
施
行
（
４
月
）

・
政
府
、
所
得
倍
増
計
画
を
経
済

審
議
会
に
諮
問
（
10
月
）

・
総
評
・
中
立
労
連
で
春
闘
共

闘
委
結
成

【
所
得
】
勤
労
者
所
帯
の
月
平
均

定
期
収
入
２
万
５
２
４
７
円

・
三
井
三
池
争
議
（
59
・
12
ー

60
・
11
）

・
閣
議
で
「
国
民
所
得
倍
増
計

画
」
を
政
策
決
定
。
10
年
間

で
所
得
を
倍
増
す
る
と
い
う

計
画
。（
12
月
）

・
岩
戸
景
気
下
、
春
闘
初
の
二

ケ
タ
台
（
13
・
8
）

・
労
働
４
団
体
が
週
休
２
日
・

40
時
間
労
働
促
進
で
労
組

懇
談
会
結
成

・
同
盟
の
前
身
・
同
盟
会
議
結

成
・
鉄
鋼
労
連
先
頭
の
春
闘
配
置

・
春
闘
共
闘
委
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

並
賃
上
げ
獲
得
要
求
へ

・
全
労
７
年
間
で
所
得
倍
増
打

ち
出
す

●
楢
山
節
考

●
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

●
よ
ろ
め
き

●
点
と
線 

●
事
件
記
者

●
ダ
イ
ア
ナ 

●
団
地
族

●
レ
コ
ー
ド
大
賞

制
定

●
に
あ
ん
ち
ゃ
ん　

●
黒
い
花
び
ら

●
か
み
な
り
族

●
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん

ブ
ー
ム

●
所
得
倍
増

●
「
英
語
に
強
く
な
る
本
」

（
岩
田
一
男
）

●
君
恋
し

●
子
供
た
ち
の
好
き
な
も

の「
巨
人
、大
鵬
、卵
焼
き
」

●
黒
の
試
走
車　

●
い
つ
で
も
夢
を　

●
無
責
任
時
代

●
龍
馬
が
ゆ
く　

●
高
校
三
年
生　

●
バ
カ
ン
ス

・
岸
内
閣
誕
生

・
日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟

・
茨
城
県
東
海
村
の
日
本
原
子
力
研
究
所

で
、
日
本
初
の
原
子
炉
に
火
灯
る

・
ソ
連
、
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク

打
ち
上
げ
に
成
功

【
物
価
】
当
時
の
月
給
１
３
８
０
０
円

・
欧
州
経
済
機
構
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
発
足

・
東
京
タ
ワ
ー
完
成

・
皇
太
子
ご
成
婚
（
４
月
）

・
伊
勢
湾
台
風
（
死
者
・
行
方
不
明
５
０
９	

８
人
）

【
物
価
】
14
型
白
黒
テ
レ
ビ
５
万
円
前
後

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
日
産
６
８
万
５
０
０
０
円

・
民
主
社
会
党
結
成
。
委
員
長 

西
尾
末
広

・
浩
宮
誕
生

・
新
安
保
条
約
調
印
。
安
保
反
対
闘
争
激

化
・
岸
内
閣
総
辞
職
、
池
田
内
閣
発
足

・
ケ
ネ
デ
ィ
、
米
国
第
35
代
大
統
領
に
就
任

・
ガ
ガ
ー
リ
ン
地
球
一
周

・
ベ
ル
リ
ン
の
壁
で
き
る

【
物
価
】
自
動
車
パ
ブ
リ
カ
（
ト
ヨ
タ

39
万
８
０
０
０
円
）、
電
子
レ
ン
ジ
54
万
円
。

・
日
本
電
気
、
国
産
初
の
大
型
電
子
計
算

機
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
６
を
発
表
。

・
東
京
、
人
口
１
０
０
０
万
突
破

・
堀
江
青
年
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
横
断

・
貿
易
の
自
由
化
。88
％
、2
3
0
品
目
の

外
国
品
が
自
由
化　

・
キ
ュ
ー
バ
危
機

・
バ
ナ
ナ
、砂
糖
、化
粧
品
な
ど
35
品
目
の

輸
入
自
由
化
を
実
施

・
黒
四
ダ
ム
完
成  

・
名
神
高
速
道
路
開
通

・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

【
物
価
】
銭
湯
23
円
。
国
立
大
学
授
業
料
年

間
１
万
２
０
０
０
円
。
ビ
ー
ル
１
５
０
円

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
（
旧
I
M
F
）
の
動
き

文
化
・流
行
語
な
ど

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

IMFオルグの時代

目
で
見
る
60
年
の
歩
み

金
属
労
協
は
、
１
９
６
４
年
５
月
16
日
に
結
成
大
会
を
開
い
て
以
来
、

本
年
５
月
で
結
成
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、高
度
経
済
成
長
期
、
バ
ブ
ル
景
気
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
失
わ
れ
た
30
年
」と
言
わ
れ
た
時
代
、
と
激
動
の
60
年
で
し
た
。

「
目
で
見
る
60
年
の
歩
み
」
で
は
、
こ
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、

金
属
労
協
の
原
点
を
確
認
し
ま
す
。

★１　ＩＭＦ日本事務所の変遷
★2　ＩＭＦとは？ 1957年４月に開設。73年１月にＩＭＦ日本事務所を東アジア

事務所に改編。（担当地域：中華民国、香港、インドネシア、日本、
韓国、マレーシア、フィリピン、シンガポール、
タイの９カ国・地域）。98年７月ＩＭＦ東南
アジア地域事務所開設に伴い、東アジア事務
所の担当地域は、中華民国、香港、韓国、日
本の4カ国・地域となる。以来、日本および
東アジア地域のオルグ活動に大きな成果を上
げる。2002年６月30日ＩＭＦ東アジア地
域事務所は45年間の活動に幕をおろした。

ＩＭＦの正式名称は、International 
Metalworkers' Federation、国際
金属労働組合連盟という。略称は
国際金属労連。ＩＭＦの歴史は古く
1893年にヨーロッパを中心とした
金属労働者の国際組織として発足。
2012年６月にＩＣＥＭ、ＩＴＧＬ
ＷＦと統合しインダストリオール・
グローバルユニオンを結成、119年
の歴史に幕をおろした。

  2025 Winter JCM  10 

最終打合せをするダンネンバーグＩＭＦ書記次長と
瀬戸所長（57.4、ジュネーブ）

ハリー・ダグラスＩＭＦ会長（右）
らと連帯の旗を交換する日本代表
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5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
（
以
下
Ｊ
Ｃ
）結
成
大
会
（
日
本
青
年
館
）
を
開
く
。

福
間
議
長
、
瀬
戸
事
務
局
長
を
選
出
。
事
務
所
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事

務
所
の
あ
る
国
労
会
館
内
に
。

7
月　

機
関
誌
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
」を
創
刊 

9
月　

第
１
回
国
際
賃
金
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
く
。（
後
の
国
際
労
働
セ
ミ
ナ
ー
）
Ｉ
Ｇ

メ
タ
ル
賃
金
部
長
を
講
師
に
招
き
、「
西
ド
イ
ツ
の
賃
金
事
情
」
学
ぶ
。

11
月　

第
20
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ウ
ィ
ー
ン
）
で
Ｊ
Ｃ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
正
式

加
盟
承
認
さ
れ
る
。

3
月　

不
況
下
の
春
闘
―
長
期
化
、
３
１
５
０
円
、10
・
６
％

6
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
産
業
部
会
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）Ｉ
Ｍ
Ｆ
が

Ｅ
Ｃ
へ
の
対
応
強
め
る
。
鉄
鋼
労
連
か
ら
４
人
出
席
。

８
月　

自
動
車
労
協
結
成
（
議
長
：
塩
路
一
郎
）

9
月　

中
国
地
連
結
成

2
月　

鉄
鋼
労
連
が
登
別
臨
時
大
会
で
Ｊ
Ｃ
加
盟
決
定
。

8
月　

第
５
回
臨
時
拡
大
協
議
委
員
会
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ブ
レ
ナ
ー
会
長
が
出

席
。
約
２
週
間
、
各
加
盟
組
織
と
各
地
で
交
流
を
重
ね
た
。

12
月　

機
関
誌
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
」
を
新
聞
形
式
に
変
更
。

3
月　

い
ざ
な
ぎ
景
気
下
―
鉄
鋼
の
一
発
回
答
な
ど
Ｊ
Ｃ
春
闘
時
代
へ
。

3
月　

機
関
誌「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
」
を
再
発
行
し
、
雑
誌
形
式
を
復
刊
。

7
月
６
日
～
26
日　

第
１
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
講
（
明
学

大
）。
23
人
が
受
講
。
大
学
と
労
働
組
合
が
提
携
し
た
日
本
初
の

本
格
的
労
働
者
教
育
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
注
目
集
め
る
。

9
月　

組
織
人
員
が
１
０
０
万
人
を
突
破
。
Ｊ
Ｃ
本
部
専
従
事
務
局
次
長

制
を
採
用
。

11
月　

国
労
会
館
か
ら
八
重
洲
の
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
に
事
務
所
移
転
。

2
月　

第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
開
催
（
東
京
）。
わ
が
国
労
組
の

国
際
会
議
と
し
て
は
初
。
11
カ
国
代
表
24
人
、
日
本
側
代
表
含
め

１
１
０
人
が
出
席
。

12
月　

第
１
回
西
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
開
校
。

9
月　

第
９
回
総
会
「
戦
線
統
一
・
加
盟
単
産
が
中
核
に
」、「
組
織
機
構

の
抜
本
的
検
討
」
の
方
針
決
定
。

12
月　

第
13
回
協
議
委
員
会
。「
高
度
工
業
国
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
水
準

を
め
ざ
し
て
賃
上
げ
20
％
以
上
要
求
」
方
針
決
定
。

9
月　

第
10
回
総
会
で
組
織
機
構
の
抜
本
的
検
討
を
進
め
る
た
め
。
組
織

機
構
特
別
委
員
会
を
設
置

10
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
第
22
回
世
界
大
会（
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
）Ｊ
Ｃ
代
表
団
49
人
出
席
。

会
長
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
、
書
記
長
イ
ー
バ
・
ノ
ー
レ
ン
（
ダ
ン

ネ
ン
バ
ー
グ
書
記
次
長
引
退
）

2
月　

造
船
重
機
労
連
が
結
成
、
Ｊ
Ｃ
に
加
盟
。

5
月　

全
金
同
盟
が
Ｊ
Ｃ
加
盟
決
定
。

10
月　

自
動
車
総
連
が
結
成
、
Ｊ
Ｃ
加
盟
決
定
。
Ｊ
Ｃ
６
単
産
体
制
に

・
同
盟
結
成
（
１
７
４
万
人
）

・
太
田
・
池
田
会
談
―
公
企

体
賃
金
の
民
間
準
拠
確
認

【
初
任
給
】
２
万
１
５
２
６

円・
国
際
反
戦
闘
争
Ｉ
Ｌ
Ｏ
87

号
条
約
批
准

・
3
月 

景
気
回
復
下
の
春
闘

―
重
化
学
工
業
先
頭
に

・
全
逓
宝
樹
委
員
長
が
反
共

労
働
戦
線
統
一
で
論
文
発

表
（
宝
樹
論
文
）

・
総
評
・
中
立
労
連
が
「
国
民

春
闘
共
闘
委
員
会
」
発
足

・
地
方
民
労
協
各
地
で
結
成

・
民
間
大
手
企
業
労
組
委
員

長
懇
談
会
発
足

・
春
闘
い
ざ
な
ぎ
景
気
下
で

高
額
ム
ー
ド
６
８
６
５
円
、

15
・
８
％

・
全
民
懇
（
全
国
主
要
民
間
労

組
委
員
長
懇
談
会
）
発
足

・
総
評
・
中
立
労
連
が
十
五

大
要
求
提
出

・
労
働
戦
線
統
一
「
拡
大
世

話
人
会
」
発
足

・
国
労
・
動
労
の
反
マ
ル
生

闘
争
激
化

・
全
国
民
労
協
結
成
。
統
一

連
絡
会
（
22
単
産
会
議
）
発

足
。
路
線
対
立

・
物
価
メ
ー
デ
ー

・
交
通
ゼ
ネ
ス
ト

●
楡
家
の
人
々

●
柔　

●
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ

●
氷
点　

●
函
館
の
女

●
公
害

●
し
ご
き

●
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

●
毛
沢
東
語
録　

●
星
影
の
ワ
ル
ツ

●
黒
い
霧

●
頭
の
体
操　

●
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー

●
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
流

行
。
10
月
ミ
ニ
の
妖

精
ツ
イ
ギ
ー
来
日

●
巨
人
の
星

●
恋
の
季
節　
　
　

●
昭
和
元
禄

●
坂
の
上
の
雲　
　

●
黒
猫
の
タ
ン
ゴ

●
冠
婚
葬
祭
入
門

●
知
床
旅
情　
　
　

●
歩
行
者
天
国

●
わ
た
し
の
城
下
町

●
ニ
ア
ミ
ス　
　
　

●
脱
サ
ラ

●
恍
惚
の
人　

●
喝
采　

●
総
括　

●
三
角
大
福

・
日
本
が
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）に
加
盟

・
新
潟
大
地
震

・
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
を
き
っ
か
け
に
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
始
ま
る

・
新
幹
線
開
通（
東
京
ー
大
阪
４
時
間
）、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

・
池
田
内
閣
の
あ
と
受
け
て
佐
藤
内
閣
誕
生

・
米
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
直
接
介
入
。
ベ
ト

ナ
ム
北
爆
開
始
。
ソ
連
宇
宙
遊
泳
成
功

・
日
韓
基
本
条
約
成
立
。
ベ
ト
ナ
ム
反
戦

闘
争
、
日
韓
条
約
批
准
阻
止
闘
争
、
中

国
文
化
大
革
命

・
完
成
自
動
車
輸
入
が
自
由
化
不
況
の
年
で
、

加
え
て
消
費
者
物
価
が
７・
４
％
上
昇

・
日
本
の
人
口
１
億
人
突
破

・
３
Ｃ
時
代
（
ク
ー
ラ
ー
、カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

自
動
車
）
到
来

・
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

・
衆
議
院
解
散
（
黒
い
霧
解
散
）

・
東
京
に
革
新
知
事
美
濃
部
亮
吉
が
当
選

・
第
３
次
中
東
戦
争
（
６
日
戦
争
）

・
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
成
立

・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
結
成
（
８
月
）

・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
誕
生

・
初
の
心
臓
移
植

・
川
端
康
成
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

・
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺

・
東
大
安
田
講
堂
封
鎖
解
除　
　

・
米
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

・
東
名
高
速
開
通　

・
沖
縄
返
還

・
大
阪
万
博
開
催　

・
日
航
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

・
公
害
問
題
表
面
化
（
ヘ
ド
ロ
、
水
、
ス
モ

ッ
グ
）

・
三
島
由
紀
夫
割
腹
自
殺

・
全
日
空
機
・
自
衛
隊
機
が
雫
石
で
空
中

衝
突

・
沖
縄
返
還
協
定
調
印

・
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
１
ド
ル
３
０	

８
円
に
）

・
連
合
赤
軍
事
件　

・
田
中
訪
中

・
沖
縄
復
帰

・
田
中
内
閣
発
足
「
日
本
列
島
改
造
論
」

ＩＭＦ－ＪＣを結成

11   JCM   2025 Winter

「世界の金属産業とＩＭＦの任務」と題して講演する
ブレナー会長

第
20
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
に
は
Ｊ
Ｃ
か
ら
40
人
の

代
表
が
参
加

第１回労働リーダーシップコースが
明治学院大学で開講。23 人が受講
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西
暦
（
和
暦
）

1
9
7
3

（
昭
和
48
年
）

1
9
7
4

（
昭
和
49
年
）

1
9
7
5

（
昭
和
50
年
）

1
9
7
6

（
昭
和
51
年
）

1
9
7
7

（
昭
和
52
年
）

1
9
7
8

（
昭
和
53
年
）

1
9
7
9

（
昭
和
54
年
）

1
9
8
0

（
昭
和
55
年
）

1
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
に
改
編
。

7
月　

多
国
籍
企
業
労
組
会
議
が
発
足
（
Ｊ
Ｃ
の
呼
び
か
け
で
Ｊ
Ｃ
、
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
、
合
化
労
連
、
全
化
同
盟
で
構
成
）　

★
３

9
月　

大
会
で
福
間
初
代
議
長
が
勇
退
、
宮
田
義
二
新
議
長
を
選
出
。

5
月　

政
・
労
・
使
三
者
構
成
で
の
多
国
籍
企
業
労
働
問
題
連
絡
会
議
が
発
足
。

5
月　

Ｊ
Ｃ
１
８
５
万
人
突
破
。

7
月　

第
23
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）「
人
間
的
労
働
環
境
」

を
基
調
テ
ー
マ
に
労
働
環
境
の
人
間
化
、
多
国
籍
企
業
、
民
主
化

な
ど
16
項
目
に
わ
た
る
決
議
を
採
択

12
月　

四
国
地
連
が
結
成
、
９
地
連
体
制
整
う
。

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
き
、Ｊ
Ｃ
職
員
鎌
田
普
を

	

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
に
派
遣
。

9
月　

第
14
回
総
会
で
組
織
機
構
特
別
委
員
会
（
柳
沢
錬
造
委
員
長
）
が

正
式
答
申
。
★
４

10
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
を
東
京
で
開
催
。

12
月　

第
18
回
協
議
委
員
会
で
名
称
変
更
を
含
む
規
約
改
正
を
承
認
。

Ｊ
Ｃ
主
導
型
春
闘
が
定
着

5
月　

第
１
回
日
米
加
金
属
労
組
会
議（
ホ
ノ
ル
ル
）。
貿
易
不
均
衡
を
一

因
と
す
る
失
業
問
題
等
論
議
。

9
月　

従
来
の
「
総
会
」
か
ら
「
大
会
」
に
改
め
、
第
15
回
定
期
大
会
を
開

催
。
組
織
強
化
と
連
帯
活
動
の
推
進
を
決
定
。

10
月	

第
24
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）「
80
年
代
へ
ー
向
こ
う
10
年

に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
15
項
目
の
決
議
を
採
択
し
た
。

12
月	

化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
協
と
の
間
に
、「
金
属
・
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
連

絡
会
議
」を
設
置

3
月	

円
高
不
況
下
８
９
５
８
円
、
５
・
75
％
の
低
率
回
答
で
春
闘
見
直
し
論

9
月	

日
本
語
略
称
を
「
金
属
労
協
」
と
制
定
。
書
記
長
会
議
の
明
文
化
。

顧
問
制
の
新
設
。

5
月　

Ｊ
Ｃ
結
成
15
周
年
を
機
に
、
地
連
Ｊ
Ｃ
デ
ー
を
開
催
。
以
降
定
着
。

8
月　

初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
時
短
会
議
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
開
催
。
週
最
高

４
０
時
間
制
度
の
世
界
的
導
入
な
ど
宣
言
す
る
。

10
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
「
第
３
次
産
業

革
命
」
が
主
要
テ
ー
マ
。

12
月	

坪
内
新
社
長
の
企
業
再
建
に
向
け
た
合
理
化
５
項
目
の
提
案
に
対

し
て
反
対
し
、
佐
世
保
重
工
業
（
Ｓ
Ｓ
Ｋ
）
労
組
が
社
長
退
陣
を

求
め
て
４
波
に
わ
た
る
ス
ト
を
結
構
。
事
態
は
泥
沼
化
。

1
月　

Ｊ
Ｃ
本
部
に
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
近
代
化
闘
争
支
援
対
策
委
員
会
」
を
設
置
。

傘
下
単
産
・
単
組
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
本
格
的
支
援
を
実
施
。

2
月	

Ｓ
Ｓ
Ｋ
闘
争
は
組
合
側
の
要
求
が
全
面
的
に
受
入
れ
ら
れ
収
束
。

こ
の
と
き
、
Ｊ
Ｃ
傘
下
単
産
・
単
組
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
カ
ン
パ
は

２
８
５
０
万
円
に
達
し
た
。

・
統
一
連
絡
会
解
散　

・
民
間
労
組
共
同
会
議
発
足　

・
初
の
年
金
ス
ト
。
政
治
ス
ト

と
し
て
は
戦
後
最
大
規
模

・
狂
乱
物
価
で
賃
上
げ

・
２
８
９
８
１
円
、32
・
9
％

と
史
上
最
高
に

・
鉄
鋼
労
連
・
宮
田
委
員
長（
Ｊ

Ｃ
議
長
）
が
「
経
済
整
合
性

論
」

・
公
労
協
・
公
務
員
共
闘
が
「
ス

ト
権
ス
ト
」（
８
日
間
）

・
春
闘
再
構
築
論
、
賃
上
げ

13
・
１
％
に

・
政
策
推
進
労
組
会
議
が
発

足
。
★
５

・
総
評
―
槙
枝
・
富
塚
体
制
へ
、

開
か
れ
た
総
評

・
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
協
結
成

・
私
鉄
自
主
解
決
、
私
鉄
の
公

労
協
離
れ

・
宮
田
・
宇
佐
美
80
年
代
初
頭

の
統
一
実
現
を
提
唱

・
中
立
労
連
・
新
産
別
が
総
連

合
結
成
、
労
働
戦
線
統
一
へ

触
媒
役
自
動
車
総
連
・
塩
路

会
長
が「
統
一
を
進
め
る
会
」

設
置
を
提
唱

・
労
働
戦
線
統
一
で
「
統
一
推

進
会
」
が
発
足

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
自
主
管
理
労

組
「
連
帯
」
結
成

●
日
本
沈
没

●
神
田
川

●
省
エ
ネ

●
買
い
だ
め

●
か
も
め
の

ジ
ョ
ナ
サ
ン

●
襟
裳
岬

●
狂
乱
物
価

●
複
合
汚
染

●
北
の
宿
か
ら

●
乱
塾

●
不
毛
地
帯

●
春
一
番

●
灰
色
高
官

●
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

●
八
甲
田
山
死
の

彷
徨

●
北
国
の
春

●
翔
ん
で
い
る

●
野
生
の
証
明

●
与
作

●
窓
際
族

●
サ
ラ
金

●
天
中
殺
入
門

●
舟
歌

●
う
さ
ぎ
小
屋

●
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

●
昴

●
そ
れ
な
り
に

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件　

・
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

お
こ
る

・
江
崎
玲
於
奈
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
・
金
大
中
氏
誘
拐

・
田
中
退
陣
・
三
木
内
閣
誕
生

・
ニ
ク
ソ
ン
辞
任
・
フ
ォ
ー
ド
政
権

・
三
菱
重
工
爆
破
事
件

・
小
野
田
元
少
尉
、
ル
パ
ン
グ
島
で
救
出

・
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
来
日　
　
　

・
沖
縄
海
洋
博

・
第
１
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
／

フ
ラ
ン
ス
・
ラ
ン
ブ
イ
エ
）不
況
克
服
の

国
際
協
調
で
合
意
。

・
新
幹
線
博
多
ま
で
開
通

・
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
逮
捕

・
鹿
児
島
で
５
つ
子
誕
生

・
天
安
門
事
件

・
王
選
手
、
本
塁
打
７
５
６
本
世
界
新
達

成
・
日
本
赤
軍
ダ
ッ
カ
で
日
航
機
乗
っ
取
り

・
大
平
内
閣

・
円
急
騰
＝
１
８
０
円
突
破

・
成
田
空
港
波
乱
の
開
港

・
東
京
サ
ミ
ッ
ト

・
東
名
日
本
坂
事
故

・
英
国
初
の
女
性
首
相
サ
ッ
チ
ャ
ー
誕
生

・
大
平
氏
急
死
、
鈴
木
内
閣

・
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
不
参

加

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
（
旧
I
M
F
）
の
動
き

文
化
・流
行
語
な
ど

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

ＪＣの組織体制整う賃金決定のリード役に

★3　多国籍労組会議
　　　（ＴＣＭ）
73年７月に、ＪＣの呼びかけ
で、労働組合としての多国籍
企業対策のために、ＩＭＦ－
ＪＣ、ゼンセン同盟、合化労連、
全化同盟で多国籍企業労組会
議が発足。主に東南アジアに
おける日本の多国籍企業の労
使紛争の解決などに力を発揮。
ＩＭＦ－ＪＣが事務局を担当
していたが、94年９月に連合
に移管した。

★4 組織機構特別委員会
（柳沢錬造委員長）答申

(1) 組織機構のあり方の基本－ＪＣはナショナルセンタ
ーとしての性格を持ち得ない。①運動の基調を、自由
にして民主的労働組合としての運動を基本、②ＪＣは
国際連帯の強化と金属産業労組の共闘の場である、と
の基本的位置づけを明確化。(2) 名称の変更を行い、
従来の「国際金属労連日本協議会」から「全日本金属
産業労働組合協議会」に変更。(3) 機構については、「産
別加盟を原則とする。但し現在ある直接加盟組合はそ
のままとする」としたほか、機関、事務局体制、専門
委員会、活動目標、役員体制をほぼ現在のものに整備。

★5　政策推進労組会議
1976年10月発足。民間単産を中心
にナショナルセンターの枠を超えて、
政策・制度要求を研究し推進する機関
として政策推進労組会議が発足。ＪＣ
加盟単産が中心に参加し、民間の労働
統一の母体の役割を果たす。

  2025 Winter JCM  12 

闘争支援のビラをまく
宮田ＪＣ議長

（80.1、東京駅前で）
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1
9
8
1

（
昭
和
56
年
）

1
9
8
2

（
昭
和
57
年
）

1
9
8
3

（
昭
和
58
年
）

1
9
8
4

（
昭
和
59
年
）

1
9
8
5

（
昭
和
60
年
）

1
9
8
6

（
昭
和
61
年
）

9
月　

第
19
回
定
期
大
会
（
池
之
端
）
今
大
会
よ
り
役
員
任
期
、
運
動
方
針

２
年
制
と
な
る
。
時
短
統
一
要
求
基
準
を
設
定
。

12
月　

第
23
回
協
議
委
員
会
「
９
％+

α
、１
８
０
０
０
円
以
上
」
要
求
決
定
。

2
月　

第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
鉄
鋼
セ
ミ
ナ
ー
（
品
川
）

5
月　

第
25
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
テ
ー
マ
「
平
和
・
正
義
・

雇
用
」 

12
月　

第
24
回
協
議
委
員
会
で
組
織
強
化
特
別
委
員
会（
金
杉
委
員
会
）

最
終
答
申
を
承
認
。　

★
６

4
月　

第
８
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
自
動
車
会
議
（
新
宿
・
京
王
プ
ラ
ザ
）
前
向
き

な
国
際
戦
略
で
危
機
打
開
を
。
23
カ
国
２
３
０
人
が
参
加
。

8
月　

第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
造
船
作
業
部
会
（
東
京
）

1
月　

組
織
強
化
特
別
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、
直
加
盟
８
組
合
が
中

心
と
な
り
、
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
結
成
大
会
（
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
労
働
組
合
会

議
、
3
4
0
0
0
名
、
伊
藤
昭
士
委
員
長
）

10
月　

第
４
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
電
機
電
子
産
業
会
議
（
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
）30
カ
国
１
０
５
人
出
席
。「
最
新
技
術
の
展
開
」
テ

ー
マ
に
、
Ｍ
Ｅ
協
約
締
結
を
提
起
。

5
月　

Ｊ
Ｃ
結
成
20
周
年
迎
え
、組
織
人
員
２
０
０
万
人
を
突
破
。（
２
０
４
万
人
）

6
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
ダ
ブ
リ
ン
）Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
「
週
35
時
間
制

ス
ト
に
関
す
る
決
議
」
等
採
択
。

９
月
11
日　

Ｊ
Ｃ
結
成
20
周
年
記
念
式
典
（
品
川
・
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
）
坂

本
労
働
大
臣
ら
来
賓
交
え
、２
０
０
人
が
列
席
。続
い
て
の
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
内
外
１
０
０
０
名
が
出
席
。

９
月
12
日　

第
23
回
定
期
大
会
。
宮
田
議
長
が
勇
退
、
中
村
卓
彦
鉄
鋼
労

連
委
員
長
が
第
３
代
議
長
に
就
任
。「
Ｊ
Ｃ
技
術
革
新
（
Ｍ
Ｅ
化
）

対
策
指
針
」
策
定
。

4
月　

北
欧
金
属
労
連
と
の
定
期
交
流（
協
議
）ス
タ
ー
ト（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）。

6
月
9
日
～
14
日　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
を
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
開
催
。
ア
ジ
ア
地
域
で
初
の
開
催
。
70
カ
国
か
ら
８
７
０
人
の

労
組
代
表
が
参
加
。
日
本
代
表
も
２
１
９
人
参
加
。
世
界
大
会
と

し
て
初
の
パ
ネ
ル
討
論
も
。
平
和
、経
済
政
策
、人
権
、新
技
術
な

ど
13
項
目
の
決
議
採
択

1
月　

ア
ジ
ア
で
初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
技
術
セ
ミ
ナ
ー（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
チ
バ
ヨ
ン
）

技
術
革
新
を
め
ぐ
る
雇
用
問
題
、
技
術
訓
練
問
題
な
ど
を
討
議
。

9
月　

第
25
回
大
会
で
、
連
合
時
代
の
Ｊ
Ｃ
の
大
産
業
別
組
織
と
し
て
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、「
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
」
を
設
置
。

9
月　

第
６
回
ア
ジ
ア
地
域
会
議（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）

19
カ
国
90
人
参
加
。

・
行
政
改
革
推
進
国
民
運
動

会
議
発
足
（
Ｊ
Ｃ
、Ｊ
Ａ
Ｆ
、

友
愛
会
議
）

・
９
単
産
３
７
８
万
人
結
集

し
「
労
戦
統
一
準
備
会
」

発
足
。
統
一
の「
基
本
構
想
」

発
表

・
全
民
労
協
結
成
総
会
・
竪

山
議
長
・
山
田
事
務
局
長
を

選
出
（
12
月
）

・
人
勧
実
施
見
送
り
、
公
企

体
の
期
末
手
当
カ
ッ
ト
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
提
訴

・
全
民
労
協
54
単
産
、

４
８
４
万
人
の
組
織
に
。

・
労
組
組
織
率
30
％
割
り
、

29
・
７
％
に
。

・
労
働
４
団
体
と
全
民
労
協

が
春
闘
で
初
の
統
一
行
動

・
全
民
労
協
―
連
合
体
移
行

で
組
織
構
想
検
討
委
発
足

・
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
閣

議
決
定

・
国
鉄
改
革
闘
争
―
国
労
分

裂
、
少
数
派
に
転
落

・
プ
ロ
野
球
選
手
会
に
労
組

資
格
証
明
書
発
行

・
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施

行
・
日
教
組
の
４
０
０
日
抗
争

（
86

−

88
）、
総
評
運
動
の

地
盤
沈
下
を
表
徴
。

●「
窓
際
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
」
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

●
奥
飛
騨
旅
情

●
積
み
木
崩
し

●
北
酒
場

●
ネ
ク
ラ

●
心
身
症

●
二
つ
の
祖
国

●
さ
ざ
ん
か
の
宿

●
お
し
ん
ブ
ー
ム

●
愛
情
物
語

●
長
良
川
艶
歌

●
写
真
週
刊
誌
創
刊

（
フ
ォ
ー
カ
ス
、

フ
ラ
イ
デ
ー
な
ど
）

●
ア
イ
ア
コ
ッ
カ

●
金
妻

●
化
身

●
仮
面
舞
踏
会

●
新
人
類

●
財
テ
ク

・
第
二
臨
調

・
行
政
改
革
法
成
立

・
福
井
敦
教
授
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

・
中
曽
根
内
閣
発
足

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
惨
事

・
日
航
機
羽
田
沖
墜
落
事
故
（
逆
噴
射
）

・
田
中
元
首
相
に
実
刑
判
決

・
初
の
比
例
代
表
参
院
選

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

・
グ
リ
コ
森
永
脅
迫

・
新
札
発
行

・
東
京
で
ケ
ー
ブ
ル
火
災

・
ロ
ス
疑
惑

・
衛
星
放
送
は
じ
ま
る

・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

・
電
電
・
専
売
の
民
営
化

・
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

・
国
鉄
分
割
民
営
化

・
豊
田
商
事
事
件

・
筑
波
博

・
プ
ラ
ザ
合
意

・
米
国
の
85
年
経
常
収
支
が
史
上
最
高
の

１
１
７
６
億
ド
ル
と
な
り
、
米
国
は
71

年
振
り
に
債
務
国
に
転
落
。（
３
月
）

・
前
川
リ
ポ
ー
ト
（
国
際
協
調
の
た
め
の

経
済
構
造
調
整
研
究
会
報
告
書
）
発
表
。

・
東
京
サ
ミ
ッ
ト
。
日
本
の
対
外
資
産
額
が

85
年
末
で
２
９
８
億
ド
ル
で
世
界
第
１
位

・
社
会
党
初
の
女
性
委
員
長
誕
生

・
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所

で
爆
発
事
故

ＩＭＦ東京大会開く

★6　組織強化特別委員会
	 答申（金杉委員会）
1981年12月　第24回協議委員会
に答申。答申の要旨は、①加盟形態
については産別単位での加盟原則の
堅持を更に徹底。直加盟組合はでき
るだけ早く（３年をめど）産別加盟
を通して参加できるように組織整備
をはかる。②地連活動の平準化をは
かる。③常任幹事会、三役会議、書
記長会議の定例開催化の徹底など。

13   JCM   2025 Winter

第８回ＩＭＦ世界自動車会議
（新宿・京王プラザホテル）アジアで初のＩＭＦ世界大会

を東京で開く
（東京・ホテルニューオータニ）

第４回ＩＭＦ世界電機電子産業会議
（東京・ホテルニューオータニ）



１９85－89

西
暦
（
和
暦
）

1
9
8
7

（
昭
和
62
年
）

1
9
8
8

（
昭
和
63
年
）

1
9
8
9

（
平
成
元
年
）

1
9
9
0

（
平
成
２
年
）

1
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
南
ア
フ
リ
カ
協
議
会
の
支
援
カ
ン
パ
と
し
て
3
2
0
0
0

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
送
金
。
マ
エ
キ
ソ
南
ア
フ
リ
カ
金
属
関
連
労
組
書

記
長
の
即
時
釈
放
要
請
と
本
人
宛
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

6
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
オ
ス
ロ
）
新
会
長
に
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ

ン
キ
ュ
ー
ラ
ー
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
。

５
月
29
日　

盧
泰
愚
大
統
領
の
民
主
化
宣
言
以
降
５
０
３
に
の
ぼ
る
新
組

合
が
結
成
さ
れ
、韓
国
金
属
労
連
に
加
盟
、
組
織
は
７
４
６
組
合
、

30
万
人
に
拡
大
。

７

−

８
月　

民
主
化
求
め
て
韓
国
の
労
働
勢
が
激
動
。
２
カ
月
間
で
労
使

紛
争
34
件

9
月　

Ｊ
Ｃ
大
会
で
韓
国
の
民
主
化
闘
争
に
物
心
両
面
の
支
援
を
表
明
、
国

際
連
帯
基
金
よ
り
１
万
ド
ル
の
カ
ン
パ
を
韓
国
金
属
労
連
に
送
る
。

9
月　
「
生
活
の
国
際
化
」
活
動
方
針
を
決
定
。

2
月	

全
金
連
合
発
足
。（
全
金
同
盟
か
ら
加
盟
形
態
を
変
更
）

2
月	

環
境
問
題
で
初
の
世
界
会
議
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
金
属
労

組
世
界
環
境
会
議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）。
30
カ
国
3
0
0
人
「
金

属
労
働
者
と
環
境
」
で
討
論
。

6
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
マ
ド
リ
ー
ド
）主
要
テ
ー
マ
「
貿
易
と
労
働

者
の
権
利
―
今
こ
そ
関
連
付
け
の
時
」

8
月　
韓
国
金
属
労
連
の
要
請
に
こ
た
え
、20
人
の
大
型
研
修
団
10
日
間
受
入
れ
。

9
月　

大
会
で
結
成
以
来
、24
年
間
事
務
局
長
を
務
め
た
瀬
戸
一
郎
氏
が
勇
退
、

副
議
長
に
選
出
。
第
２
代
事
務
局
長
に
電
機
連
合
か
ら
初
の
産
別
出

身
の
梅
原
志
朗
氏
を
選
出
。
Ｊ
Ｃ
時
短
５
カ
年
計
画
を
決
定
。 

★
７

9
月	

機
関
誌
の
名
称
を
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
金
属
」
か
ら
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
」

に
改
称
。
ス
タ
イ
ル
を
一
新

1
月　

第
７
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
地
域
会
議（
シ
ド
ニ
ー
） 

20
カ
国
１
２
０
人
。

Ｊ
Ｃ
55
人
の
代
表
団
。
シ
ド
ニ
ー
宣
言
採
択
。　

★
８

2
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
電
機
・
電
子
産
業
会
議
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
92
年
１
月
か

ら
の
Ｅ
Ｃ
市
場
統
合
に
向
け
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
対
応
を
論
議
。

3
月　

金
属
最
賃
会
議
（
機
械
金
属
関
係
単
産
最
賃
連
絡
会
議
）
発
足
。

6
月　

第
27
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）
15
年

間
書
記
長
務
め
た
ハ
ー
マ
ン
・
レ
ブ
ハ
ン
氏
退
任
し
、マ
ル
チ
ェ
ロ・

マ
レ
ン
タ
ッ
キ
氏
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
書
記
長
に
。

11
月　

金
属
機
械
結
成
（
全
機
金
と
全
国
金
属
が
組
織
統
合
。
金
属
機
械

と
し
て
加
盟
形
態
を
変
更
）

12
月　

マ
エ
キ
ソ
南
ア
フ
リ
カ
金
属
関
連
労
組
書
記
長
の
釈
放
実
現
。

5
月　

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
が
、
週
35
時
間
制
を
獲
得
。
６
％
の
賃
上
げ
獲
得

6
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
初
の
ソ
ウ
ル
開
催
。
東
西
冷
戦
の
終
結
ふ
ま

え
調
査
報
告
書
「
東
欧
に
お
け
る
金
属
労
働
者
」
承
認
。

9
月　

第
29
回
定
期
大
会
で
「
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
」
答
申
を
承
認
。
中

村
議
長
が
退
任
し
、
第
４
代
議
長
と
し
て
得
本
輝
人
自
動
車
総
連

会
長
を
選
出
。
★
９

9
月　

全
電
線
、
非
鉄
金
属
労
連
が
Ｊ
Ｃ
加
盟
。

11
月　

Ｊ
Ｃ
女
性
活
動
委
員
会
を
設
置

・
11
月
９
日 

政
策
推
進
労
組

会
議
が
解
散
。

・
11
月
19
日 

同
盟
が
解
散
大

会
。
中
立
労
連
が
解
散
。

・
11
月
20
日 

全
日
本
民
間
労

組
連
合（
民
間
連
合
）
が
発

足
（
62
組
織
５
５
５
万
人
）

・
連
合
三
役
会
で
労
働
界
全

体
の
統
一
を
確
認

・
総
評
大
会
１
年
後
の
官
民

統
一
、
総
評
解
散
を
決
定

・
新
産
別
が
解
散

・
11
月
21
日 

総
評
が
解
散
大

会
。

・
11
月
21
日 

官
民
統
一
の

「
連
合
」
発
足
。
78
組
織

８
０
０
万
の
代
表
が
参
加
。

戦
後
43
年
に
し
て
労
働
戦

線
の
真
の
統
一
が
実
現
。（
山

岸
初
代
会
長
）

・
参
院
選
挙
で
与
野
党
逆
転
―

連
合
参
院
が
誕
生

・
連
合
初
の
春
闘 

１
５
０
２	

６
円
、
５・
９
４
％

・
連
合
、
消
費
税
廃
止
か
ら
欠

陥
是
正
へ
方
針
転
換
。

●
サ
ラ
ダ
記
念
日

●
雪
国

●
地
上
げ
屋

●
マ
ル
サ

●
大
国
の
興
亡

●
乾
杯

●
朝
シ
ャ
ン

●
濡
れ
落
ち
葉

●
一
杯
の
か
け
そ
ば

●
酒
よ

●
美
空
ひ
ば
り
逝
く

●
愛
さ
れ
る
理
由

●
金
満

●
バ
ブ
ル
崩
壊

・
円
高
不
況
の
下
、
地
価
高
騰
続
く

・
竹
下
内
閣

・
ソ
連
で
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
第
１
段
階

終
了
。

・
Ｇ
５
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
化
で
合
意（
ル

ー
ブ
ル
合
意
）地
価
異
常
高
騰

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
株
価
大
暴
落
。

下
落
率
22
・
６
％
。（
暗
黒
の
月
曜
日
）

・
大
韓
航
空
機
撃
墜

・
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ（
新
興
工
業
国
）諸
国

か
ら
の
製
品
輸
入
急
増

・
円
、
戦
後
最
高
値
更
新
＝
１
２
０
円

・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ル

ガ
リ
ー
で
開
催

・
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

・
東
京
ド
ー
ム
完
成

・
瀬
戸
大
橋
開
通

・
韓
国
ソ
ウ
ル
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

・
昭
和
天
皇
崩
御
、
元
号
「
平
成
」
に

・
消
費
税
５
％
導
入
施
行
。

・
中
国
天
安
門
流
血　

事
件

・「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊

・
ブ
ッ
シ
ュ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
会
談
。
東

西
冷
戦
終
結
を
確
認
（
マ
ル
タ
会
談
）

・
天
皇
即
位
の
礼

・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
対
ソ
支
援

打
ち
出
す

・
イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
・
制

圧
。
国
連
安
保
理
は
イ
ラ
ク
軍
の
即
時

撤
退
を
決
議

・
東
西
ド
イ
ツ
統
合

・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
秋
山
記
者
、
日
本
人
初
の
宇
宙

旅
行

・
湾
岸
戦
争

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
（
旧
I
M
F
）
の
動
き

文
化
・流
行
語
な
ど

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

ＩＭＦ東京大会開く

★7　時短５カ年計画
ＪＣは1987 年１２月の第３０回
協議委員会で「年間総実労働時間
1800時間程度」をめざすこととす
る「第２次賃金労働時間対策指針」
を策定。その具体化のため、88年
９月大会で「1800時間にむけての
5カ年計画」を決定。産別・単組の
実情に則して「年間所定労働時間ま
たは年間所定労働日の短縮」をＪＣ
の特別強化項目として89、91、93
年を時短教科年と定め、春を中心に
本格的に取り組むこととした。

★8　シドニー宣言
1989年１月、第7回ＩＭＦアジア
地域会議（シドニー）でシドニー宣言
を採択。内容は、①人権および労働組
合権の侵害に悩む全ての組合への支
援の継続、②自由な団体交渉を重視
し、アジアの金属労働者が自ら生産す
るものを購入できるものにする、③Ｉ
ＭＦの援助の下、未組織労働者の組織
化活動を強化、④ＩＭＦの包括的な教
育プログラムを継続拡大。

★9 ＪＣあり方委員会答申
答申内容は、「金属大産別組織としての
組織の強化拡大を図る」。「金属労協の
４つの運動領域を基本に効率的かつ効
果的な運動を展開」。「地連活動の充実
と都道府県単位の集まりへの取り組み」
など打ち出した。特に金属労協は金属
大産別として「連合」の中核としてその
運動に積極的に協力することとし、連合
に大産別運営の導入を要望。

  2025 Winter JCM  14 

「日本労働組合総連合会（連合）」結成。
労働戦線統一実現（89.11）



１９９０－９４
１９９５－９９

1
9
8
7

（
昭
和
62
年
）

1
9
8
8

（
昭
和
63
年
）

1
9
8
9

（
平
成
元
年
）

1
9
9
0

（
平
成
２
年
）

1
9
9
1

（
平
成
３
年
）

1
9
9
2

（
平
成
４
年
）

1
9
9
3

（
平
成
５
年
）

1
9
9
4

（
平
成
６
年
）

1
9
9
5

（
平
成
７
年
）

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
リ
ス
ボ
ン
）
開
催
。
東
欧
な
ど

11
カ
国
12
組
織
１
９
３
万
余
の
新
規
加
盟
承
認
。

9
月　

全
金
連
合
が
ゼ
ン
キ
ン
連
合
に
改
称
。
Ｊ
Ｃ
内
に
「
基
本
政
策
検

討
委
員
会
」
を
設
置
。

11
月　

第
１
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）

12
月　

第
１
回
日
韓
金
属
ト
ッ
プ
定
期
協
議
（
東
京
）

4
月　

Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
労
協
発
足
（
連
合
体
め
ざ
し
、
労
協
体
制
に
移
行
）。

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
プ
ラ
ハ
で
開
催
。
東
欧
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
10
カ
国
12
組
織
１
４
２
万
人
が
新
規

加
盟
。
東
欧
に
関
し
て
討
議
。

7
月　

電
機
労
連
が
45
周
年
を
期
し
て
電
機
連
合
に
改
称
。

12
月　

第
２
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
で
「
日
独
の
労
働
条
件
比
較
」

と「
日
本
の
生
産
方
式
」の
二
つ
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
確
認
。

6
月　

第
28
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
）
加
盟
80
カ
国

１
８
０
組
織
１
８
０
０
万
人
代
表
し
、８
０
０
人
が
参
加
。 

★ 

10

9
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
副
所
長
に
畑
恒
夫
Ｊ
Ｃ
国
際
局
部
長

が
就
任
。

9
月　

第
32
回
定
期
大
会
で
「
新
し
い
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」

（
中
間
報
告
）
採
択
。

12
月
６
日　

第
36
回
協
議
委
員
会
で
94
年
闘
争
要
求
「
５
％
基
準
」「
年

間
総
実
労
働
１
８
０
０
時
間
の
達
成
」
決
定

6
月	

30
周
年
記
念
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
北
海
道
・
洞
爺
湖
）
今
後
の
国
際

連
帯
の
あ
り
方
検
討
。

9
月	

第
33
回
定
期
大
会
、
得
本
議
長
再
選
、
阿
島
新
事
務
局
長
選
出
。

基
本
政
策
検
討
委
員
会
「
新
し
い
時
代
に
向
け
た
金
属
労
協
の
組

織
と
運
動
の
進
め
方
」
答
申
。
★ 

11

9
月	

Ｊ
Ｃ
組
織
人
員
２
６
８
万
人
に
発
展
（
ピ
ー
ク
）

11
月	

第
４
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
（
東
京
）
で
、
二
つ
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ま
と
め
る
。

12
月	

金
属
８
産
業
労
使
会
議
ス
タ
ー
ト

12
月	

日
経
連
と
の
共
同
で
「
円
高
・
空
洞
化
対
策
お
よ
び
構
造
改
革
に

関
す
る
緊
急
要
請
」
を
村
山
首
相
に
。

1
月	

阪
神
・
淡
路
大
震
災
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
。
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
全
国
か
ら
延
べ
５
万
人
が
参
加

3
月	

95
年
闘
争
労
組
代
表
者
交
流
集
会
で
、
引
き
続
き
急
遽
円
高
阻
止

緊
急
集
会
」
開
催
。

９
月　

キ
ヤ
ノ
ン
労
組
な
ど
直
加
盟
５
単
組
が
Ｊ
Ｃ
脱
退
。（
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル

の
連
合
体
化
へ
の
移
行
で
き
ず
）

９
月　

Ｊ
Ｃ
、日
経
連
と
共
同
で
「
円
高
・
空
洞
化
阻
止
に
向
け
て
の
労

使
に
よ
る
十
大
提
言
」
で
政
府
要
請
。

11
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
会
議
を
創
設
。

・
湾
岸
戦
争
、
連
合
内
で
Ｐ
Ｋ

Ｏ
議
論
活
発
化

・
連
合
、
総
評
セ
ン
タ
ー
、
友

愛
会
議
が
参
院
選
推
進
労

組
会
議
を
結
成

・
連
合
型
参
議
院
選
挙
22
名
擁

立
す
る
も
東
京
除
き
完
敗

・
連
合
「
国
の
基
本
政
策
に
対

す
る
態
度
」
を
確
認

・
育
児
休
業
法
施
行

・
連
合
第
３
回
大
会
で
山
岸

会
長
―
鷲
尾
事
務
局
長
の

新
体
制
に

・
連
合
山
岸
会
長
か
ら
芦
田

甚
之
助
会
長
（
ゼ
ン
セ
ン

同
盟
会
長
）
へ
。

・
連
合
、
羽
田
内
閣
・
村
山

内
閣
に
是
々
非
々
の
立
場

表
明

・
介
護
休
業
法
成
立

・
６
月　

円
高
進
み
、

一
時
１
ド
ル
＝
79
・
75
円
。

●
森
重
久
弥
に

文
化
勲
章

●
愛
は
勝
つ

●
若
貴
時
代

●
さ
る
の
こ
し
か
け 

●
ほ
め
殺
し

●
も
つ
鍋

●
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

●
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋

●
ワ
イ
ル
ド
ス
ワ
ン

●
猛
暑
と
渇
水

●
茶
髪

●
ゲ
ー
ム
機
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ソ

ニ
ー
）

●
フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
ン
プ

●
大
往
生

●
サ
リ
ン

・
１
月 

米
軍
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
が

イ
ラ
ク
攻
撃
し
湾
岸
戦
争
勃
発
。
２
月

末 

イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
撤
退

し
、
国
連
決
議
を
受
託
し
終
結

・
ソ
連
の
「
８
月
政
変
」

・
バ
ル
ト
三
国
、
12
月
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和

国
が
独
立
。
独
立
国
家
共
同
体
の
発
足

で
ソ
連
邦
消
滅
。

・
雲
仙
普
賢
岳
で
最
大
規
模
の
火
砕
流
発
生

・
ブ
ッ
シ
ュ
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
初
会
談

・
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
問
題
開
発

会
議
）

・
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
成
立
。
自
衛
隊
の
Ｐ

Ｋ
Ｏ
参
加
が
可
能
に

・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
エ
リ
ツ
ィ
ン

大
統
領
を
加
え
た
Ｇ
７+

１
会
合
も
併

せ
て
開
催

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
開
幕

・
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
第
42
代
大
統

領
に
就
任

・
内
閣
不
信
任
案
可
決
。

・
皇
太
子
ご
成
婚

・
北
海
道
南
西
沖
地
震
、
奥
尻
島
な
ど
で

被
害
、
死
者
・
行
方
不
明
２
３
９
人

・
自
民
党
の
一
党
支
配
体
制
崩
れ
る
。
７

党
１
会
派
に
よ
る
細
川
内
閣
誕
生
、
連

合
が
全
面
支
援
。（
～
94
年
４
月
28
日
）

・
１
ド
ル
＝
１
０
０
円
時
代

・
東
京
サ
ミ
ッ
ト

・
ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
決
着

・
自
・
社
・
さ
三
党
連
立
で
村
山
内
閣
誕

生
（
96
年
１
月
11
日
ま
で
）

・
北
朝
鮮
・
金
日
成
死
去

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
史
上
初
め
て
１

ド
ル
１
０
０
円
割
れ

・
消
費
税
率
引
き
上
げ
含
む
税
制
改
革
法

案
が
成
立

・
阪
神
淡
路
大
震
災
。
死
者
６
４
３
２
人
、

51
万
棟
の
住
宅
が
全
半
壊

・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
死
者
１
０
人
と
・

５
０
０
０
人
近
い
被
害
者

・
Ｇ
７
逆
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
高
是
正
。

・
戦
後
50
年
迎
え
る

・
日
銀
が
公
定
歩
合
０・
５
％
に
引
き
下

げ
。
史
上
最
低

・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
日
本
語
版
発
売

新システムへの挑戦戦後50年の総決算

★10	第28回ＩＭＦ世界大会
	 （スイス・チューリッヒ）
1993年６月開催。大会テーマは「連帯の
100年－未来を構築する」。初めてアクショ
ンプログラムについて討議、「ＩＭＦの目標
と役割」「労働組合権」「雇用と労働時間」な
ど100項目からなるアクションプログラム
を決定。新会長にツヴィッケルＩＧメタル会
長を選出。マレンタッキ書記長再選。瀬戸一
郎ＩＭＦ書記次長が勇退、小島正剛ＪＣ副議
長が東アジア地域事務所代表に就任。

★11	基本政策検討委員会
	 答申
結成30年を迎えた1994年9月第33
回定期大会で確認。正式名称は「新し
い時代に向けた金属労協の組織と運動
の進め方」。金属労協の役割と責任、組
織と運動について提起。特に大産別組
織の認識のもとに「協議会」として質・
量の充実を図るとして、「金属労協の地
区協は、地方連合金属部門連絡会に収
斂していく」ことなどを打ち出した。

15   JCM   2025 Winter

第１回日韓金属労組定期協議
（東京・池之端文化センター）

日経連と共同で村山首相に
緊急要請（94.12.16）



１９95－99

西
暦
（
和
暦
）

1
9
9
6

（
平
成
８
年
）

1
9
9
7

（
平
成
9
年
）

1
9
9
8

（
平
成
10
年
）

1
9
9
9

（
平
成
11
年
）

2
0
0
0

（
平
成
12
年
）

1
月	

第
１
回
ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）。

3
月	

Ｊ
Ｃ
57
単
組
平
均
８
４
５
０
円
獲
得
（
平
均
１
２
０
０
０
円
賃
上

げ
要
求
）

8
月	

非
鉄
連
合
結
成
（
非
鉄
金
属
労
連
が
資
源
労
連
、
三
井
金
属
労
連

と
再
統
一
。
非
鉄
連
合
と
し
て
Ｊ
Ｃ
加
盟
）

11
月	

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
東
日
本
コ
ー
ス
が
開
設
30
周

年
。「
労
働
者
教
育
と
大
学
の
役
割
」
テ
ー
マ
に
記
念
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
明
学
大
）東
日
本
30
回
ま
で
の
修
了
生
計
７
７
０
名
に
。

２
月　
「
週
40
時
間
労
働
制
実
施
に
伴
う
経
営
側
に
よ
る
月
例
賃
金
減
額
の

動
き
」
に
対
し
て
こ
れ
に
断
固
反
対
す
る
金
属
労
協
の
見
解
を
発
表
。

３
月	

Ｊ
Ｃ
57
単
組
平
均
８
９
５
９
円
獲
得
（
平
均
１
３
０
０
０
円
賃
上

げ
要
求
）

４
月	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。

５
月	

第
29
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
企
業
行
動
規
範

へ
の
取
り
組
み
打
ち
出
す
。

９
月	

「
賃
金
・
労
働
政
策
」
を
採
択
。
★ 

12

３
月	

Ｊ
Ｃ
統
一
要
求
、ベ
ア
７
０
０
０
円
。

9
月	

緊
急
雇
用
対
策
本
部
を
設
置
。

12
月
24
日　

１
９
４
２
企
業
労
使
の
共
同
署
名
に
よ
る
「
経
済
再
生
に
向

け
た
緊
急
要
請
」
実
施
。

1
月　

西
日
本
コ
ー
ス
30
周
年
迎
え
、「
21
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
労
組
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
と
教
育
活
動
」テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
京

都
）。

3
月　

純
ベ
ア
３
０
０
０
円
要
求
。
時
短
１
８
０
０
時
間
台
を
要
求
。

6
月　
Ｊ
Ｃ
「
環
境
政
策
」
策
定
。

9
月　

マ
レ
ン
タ
ッ
キ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
迎
え
、
多
国
籍
企
業
行
動
規
範
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
東
京
）

9
月
9
日　

Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
（
ゼ
ン
キ
ン
連
合
と
金
属
機
械
が
組
織
統
一
）。

	

Ｊ
Ｃ
組
織
人
員
は
２
４
６
万
人
。
女
性
活
動
委
員
会
を
発
展
的
解
消
。

3
月　

鉄
鋼
労
連
は
２
０
０
０
年
闘
争
よ
り
隔
年
に
交
渉
す
る
「
複
数
年

協
定
」
を
ス
タ
ー
ト
。

3
月　

ベ
ア
２
０
０
０
円
か
ら
３
０
０
０
円
で
要
求
。

6
月　

政
治
顧
問
内
規
を
新
設
し
、
立
候
補
段
階
か
ら
支
援
し
て
い
く
こ

と
を
決
定
。
６
月
総
選
挙
に
11
名
を
推
薦
。

7
月　

Ｊ
Ｃ
モ
デ
ル
に
よ
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
進
め
方
」
決
定
、
ス
タ
ー
ト
。

秋
か
ら
経
営
側
に
ア
プ
ロ
ー
チ
。

9
月	

得
本
議
長
が
勇
退
、
草
野
新
議
長
就
任
。
運
動
方
針
で
「
２
０
０
２
年

秋
を
目
標
に
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
に
収
斂
し
、
地
連
解
散
」
を

決
定
。

・
２
月  

韓
国
金
属
連
合
（
Ｋ

Ｍ
Ｗ
Ｆ
）19
万
人
が
結
成
。

・
７
月  

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ
ア

地
域
事
務
所
開
設
。
代
表
は

ア
ル
ナ
サ
ラ
ム
氏
。

・
４
月　

労
基
法
改
正
施
行

（
労
働
時
間
の
女
子
保
護
規

定
の
廃
止
。
企
画
業
務
裁
量

性
の
導
入
）。
派
遣
労
働
法

原
則
全
業
務
解
禁
（
製
造
業

は
禁
止
）。

・
４
月　

介
護
保
険
制
度
の
実

施

●
バ
イ
ア
グ
ラ

●
環
境
ホ
ル
モ
ン

●
き
れ
る

●
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
98

発
売

●
発
泡
酒
麒
麟
淡
麗

誕
生

●
地
域
振
興
券

●
カ
ー
ナ
ビ

●
雪
印
乳
業
食
中
毒

事
件

●
ミ
レ
ニ
ア
ム

●
お
っ
は
ー

・
長
野
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
く

・
金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
幕
開
け

・
４
年
に
わ
た
る
自
民
・
社
民
・
さ
き
が
け

体
制
に
幕

・
参
議
院
選
で
自
民
惨
敗
、
橋
本
首
相
退

陣
し
、
小
渕
内
閣
発
足

・
自
民
党
と
自
由
党
が
連
立
政
権
に
合
意
（
11

月
）

・
Ｅ
Ｕ
通
貨
統
合

・
都
知
事
に
石
原
慎
太
郎
当
選
。

・
98
年
度
経
済
成
長
は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス

成
長
。
個
人
消
費
刺
激
の
た
め
商
品
券

支
給

・
失
業
率
４
・
６
％
、
３
３
４
万
人
。

・
ト
ル
コ
西
部
・
台
湾
中
部
で
大
地
震

・
東
海
村
の
核
燃
料
工
場
で
国
内
初
の
臨

界
事
故

・
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
シ
ド
ニ
ー
で
開

催
・
ロ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン
氏

就
任

・
雪
印
乳
業
の
食
中
毒
菌
の
汚
染
発
覚
。

企
業
の
社
会
的
責
任
問
わ
れ
る
。

・
米
大
統
領
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
当

選
・
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

・
三
宅
島
噴
火
、
９
月
１
日
全
島
民
避
難

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
（
旧
I
M
F
）
の
動
き

文
化
・流
行
語
な
ど

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

戦後50年の総決算

・
村
山
内
閣
退
陣
、
自
社
さ
連
立
の
橋
本

内
閣
発
足
。

・
ア
メ
リ
カ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
（
８・
４
ま
で
）

・
96
年
末
か
ら
円
安
に

・
ペ
ル
ー
で
ゲ
リ
ラ
日
本
大
使
館
公
邸
占

拠
。
97
年
1
2
7
日
目
に
開
放
。

・
消
費
税
率
３
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ
。

・
香
港
が
１
５
５
年
ぶ
り
に
英
国
か
ら
中

国
に
返
還
。「
一
国
二
制
度
」
に
。

・
ア
ジ
ア
経
済
危
機

・
三
洋
証
券
、
拓
銀
、
山
一
証
券
の
相
次

ぐ
破
綻
を
き
っ
か
け
に
金
融
危
機
。
貸

し
渋
り
の
横
行

・
財
政
構
造
改
革
法
の
成
立

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

３
回
締
約
国
会
議
）
京
都
で
開
催
。

・
失
業
率
３・
５
％
、

２
４
０
万
人
。（
５
月
）

・
住
専
問
題

・
民
主
党
結
成

・
完
全
週
40
時
間
制
施
行

・
連
合
鷲
尾
悦
也
会
長
就
任

・
介
護
保
険
法
が
成
立

【
初
任
給
】
大
卒
20
万
61
円

●
住
専

●
メ
ー
ク
ド
ラ
マ

●
エ
イ
ズ
薬
害

●
Ｏ

−

１
５
７
発
生

●
い
け
て
る

●
マ
イ
ブ
ー
ム

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー

●
失
楽
園

★12　賃金・労働政策
1997年9月の大会で採択。「ヒュー
マンな長期安定雇用」を基本とするこ
れからの雇用システムについて提起す
るとともに、具体化するための新しい
賃金・処遇制度について提起。

  2025 Winter JCM  16 

西日本労働リーダーシップコース
30周年を迎え記念シンポジウムを
開く（99.1.22、京都・関西セミナ
ーハウス）

緊急要請を野中官房長官に渡す
得本ＪＣ議長（98.12.24） 96年闘争労組代表者交流集会で

決意を述べる得本ＪＣ議長
（96.3.8、東京・サンケイホール）
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2
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（
平
成
13
年
）
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（
平
成
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年
）

2
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平
成
15
年
）
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0
4

（
平
成
16
年
）

2
0
0
5

（
平
成
17
年
）

7
月　
「
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
金
属
労
協
の
考
え
方
」
を
策
定

9
月　

草
野
議
長
が
連
合
事
務
局
長
へ
、
鈴
木
新
議
長
就
任
。

11
月　

東
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
上
級
コ
ー
ス
に
衣
替
え
。

11
月　

シ
ド
ニ
ー
で
第
30
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
。
そ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｃ
は
Ｃ

Ｏ
Ｃ
協
定
化
実
現
な
ら
ず
。

1
月　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
西
日
本
コ
ー
ス
を
総
合
的
な
基
礎
コ
ー
ス

に
改
編

3
月　

初
め
て
統
一
ベ
ア
要
求
で
き
ず
、「
雇
用
春
闘
」

4
月　

金
属
労
使
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
設
置
。

7
月　
「
第
２
次
環
境
政
策
」
発
表
。

9
月　

阿
島
事
務
局
長
が
勇
退
、團
野
新
事
務
局
長
。
鈴
木
・
團
野
体
制
ス

タ
ー
ト
。
金
属
最
賃
会
議
を
発
展
解
消
し
、金
属
労
協
最
賃
セ
ン
タ

ー
を
設
置
。
★
13

9
〜
11
月　

９
地
連
が
解
散
大
会
開
き
、
全
て
解
散
。

3
月　

初
の
Ｊ
Ｃ
ミ
ニ
マ
ム
運
動
開
始
。
★
14

9
月
９
日　

基
幹
労
連
結
成
（
鉄
鋼
労
連
、造
船
重
機
労
連
、
非
鉄
連
合
が

組
織
統
一
）
25
万
組
織
へ

12
月　

初
の
も
の
づ
く
り
教
室
ひ
ら
く
（
ラ
ー
ク
所
沢
）
パ
イ
オ
ニ
ア
労
組

所
沢
支
部
が
担
当
。
近
隣
の
小
学
生
15
名
が
参
加
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
組

立
通
し
て
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
学
ぶ
。

12
月
12
日　

結
成
40
周
年
を
控
え
、
八
重
洲
か
ら
日
本
橋
の
宝
明
治
安
田

ビ
ル
４
階
の
新
事
務
所
に
移
転
。

3
月　
「
定
昇
の
実
施
等
に
よ
っ
て
賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保
し
た
こ
と

は
、
一
定
の
役
割
を
遂
行
し
得
た
」
も
の
と
判
断
。

4
月　

横
浜
で
初
の
金
属
労
協
「
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
」
開
催
。

分
科
会
設
け
、広
く
意
見
を
聞
き
、政
策
・
制
度
要
求
を
ま
と
め
る
。

5
月　

結
成
40
周
年
迎
え
る
。
組
織
人
員
１
９
９
万
人
。

9
月　

鈴
木
議
長
が
勇
退
、
古
賀
新
議
長
。
古
賀
・
團
野
体
制
ス
タ
ー
ト
。

40
周
年
記
念
式
典・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
挙
行
。（
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

3
月　

春
闘
「
賃
金
構
造
維
持
分
確
保
」
の
要
求
を
決
定
。
統
一
的
な
ベ

ア
要
求
基
準
は
見
送
る
が
、
各
単
組
が
主
体
的
に
ベ
ア
に
取
り
組

む
。

3
月　

Ｊ
Ｃ
共
闘
で
は
じ
め
て
非
正
規
労
働
者
の
受
入
に
関
わ
る
労
使
協

議
を
提
起
。
具
体
的
な
論
議
を
す
る
組
合
が
増
加
。

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
第
31
回
世
界
大
会
（
ウ
ィ
ー
ン
）
開
催
。日
本
か
ら
81
名
が

参
加
。
向
こ
う
４
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
た
。

10
月　

古
賀
議
長
の
連
合
事
務
局
長
就
任
に
伴
い
、
加
藤
裕
治
新
議
長
の

就
任
を
常
任
幹
事
会
で
確
認
。

・
７
月　

失
業
率
５
％
台
。

・
10
月　

日
経
連
と
連
合
が

「
雇
用
に
関
す
る
社
会
合
意

推
進
宣
言
」

・
10
月　

連
合
笹
森
清
会
長
、

草
野
忠
義
事
務
局
長
就
任
。

・
３
月　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
に
関
す
る
政
労
使
合
意

・
５
月　

日
経
連
と
経
団
連
が

合
併
し
、
日
本
経
団
連
が
発

足
。（
初
代
会
長
・
奥
田
会
長
）

・
４
月
１
日　

製
造
業
の
派

遣
解
禁

・
10
月　

連
合 

髙
木
剛
会
長
、

古
賀
伸
明
事
務
局
長
就
任
。

・
厚
生
労
働
省
が
日
本
は
人

口
減
少
傾
向
に
入
っ
た
と

発
表
。

●
大
リ
ー
グ
で

イ
チ
ロ
ー
活
躍

●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド 

●
聖
域
な
き
改
革

●
米
百
俵

●
液
晶
プ
ラ
ズ
マ

テ
レ
ビ

●
タ
マ
ち
ゃ
ん

●
内
部
告
発

●
毒
ま
ん
じ
ゅ
う

●
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

●
バ
カ
の
壁

●
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

●
気
合
い
だ

●
サ
プ
ラ
イ
ズ

●
負
け
犬

●
冬
ソ
ナ

●
小
泉
劇
場

●
想
定
内

●
ク
ー
ル
ビ
ズ

●
刺
客

・
１
府
12
省
庁
へ
の
行
政
機
構
改
革
。
労

働
省
が
厚
生
労
働
省
に
。

・
日
銀
が
量
的
金
融
緩
和
政
策
に
転
換

・
情
報
公
開
法
が
成
立
。

・
自
公
保
連
立
に
よ
る
小
泉
内
閣
発
足
。

「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
を
旗
印
に

・
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
。
３
０
０
０
人
を

超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
（
９
月
）

・
自
衛
隊
を
東
テ
ィ
モ
ー
ル
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
人

道
支
援
で
派
遣

・
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
の
日
韓

共
同
開
催

・
日
朝
首
脳
会
談
実
現
（
９
月
）

・
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
５
人
が
24

年
振
り
に
帰
国
（
10
月
）

・
小
柴
昌
俊
、
田
中
耕
一
二
人
の
日
本
人

が
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
。

・
管
直
人
が
民
主
党
代
表
に
（
12
月
）

・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

・
自
由
党
が
民
主
党
に
吸
収
合
併（
９
月
）

・
総
選
挙
。民
主
党
は「
政
権
選
択
」
の
選

挙
と
位
置
づ
け
、
議
席
を
１
３
７
か
ら

１
７
７
へ
と
大
き
く
仲
ば
し
た
。（
11

月
）

・
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
が
決
定
。
12
月

26
日
に
航
空
白
衛
隊
の
先
遣
隊
が
出
発

・
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
先
遣
隊
を
飲
料
水
の

確
保
等
人
道
支
援
の
た
め
派
遣

・
年
金
改
革
関
連
法
が
成
立
。

・
第
20
回
参
議
院
選
挙
。
民
主
党
躍
進（
７

月
）

・
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
京
都
議
定

書
発
効
（
２
月
）

・
北
京
な
ど
中
国
各
地
で
大
規
模
な
反
日

デ
モ

・
愛
知
万
博

・
中
部
国
際
空
港
開
港

・
郵
政
民
営
化
法
案
の
参
議
院
否
決
で
小

泉
首
相
が
国
会
解
散
。
９
月
総
選
挙
で

自
民
が
圧
勝

・
道
路
四
降
壇
民
営
化

・
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
成
立

21世紀新たな挑戦の時代

★13　最賃センター
2002年９月の第41回大会で設置を確認。
86年以来の「金属最賃会議」の取り組みを
引き継いだ形で、事務局長のもと「最賃セン
ター」を設置し、連合、地方組織との連携を
強化しながら、法定産業別最低賃金の創設と
金額改正など、産業別最低賃金の拡大・発展
に向けた取り組みを推進。2010年 9月の
第49回定期大会において最賃センターの活
動を労働政策委員会に移行することとした。

★14  ＪＣミニマム運動
金属労協は、2003年闘争において
ＪＣミニマム運動を提起し、「ＪＣミ
ニマム（35歳）」「最低賃金協定の締結」
「法定産業別最低賃金」によって金属
産業で働く労働者の賃金水準の底支え
をはかることを目指し、ＪＣ共闘の柱
として取り組んできた。

17   JCM   2025 Winter

初
の
「
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
」

を
開
催
（
04

・

4

・

21
～
22
、横
浜
・

新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

結成40周年を迎え記念式典・レセプション
を挙行（04.9.9.3、東京プリンスホテル）
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西
暦
（
和
暦
）

2
0
0
6

（
平
成
18
年
）

2
0
0
7

（
平
成
19
年
）

2
0
0
8

（
平
成
20
年
）

2
0
0
9

（
平
成
21
年
）

2
0
1
0

（
平
成
22
年
）

3
月　

５
年
振
り
に
賃
金
要
求
に
取
り
組
む
。
日
本
青
年
館
に
お
い
て

「
06
年
闘
争
中
央
総
決
起
集
会
」
を
開
催
。

5
月　

毎
年
作
成
し
て
い
た
「
政
策
・
制
度
要
求
」
を
２
年
に
１
度
と
す

る
こ
と
を
確
認
。「
重
点
課
題
の
抽
出
・
深
掘
り
」の
充
実
を
図
る
。

9
月　

金
属
労
協
の
機
能
強
化
を
目
指
す
改
革
案
を
ま
と
め
た
「
総
合
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
答
申
」
を
承
認
。

3
月　

春
闘
で
具
体
的
な
賃
金
改
善
要
求
行
い
、
産
業
間
・
規
模
間
の
格

差
是
正
を
図
る
取
り
組
み
を
行
う
。
結
果
1
0
5
6
組
合
が
賃
金

改
善
を
獲
得
。

４
月　

東
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
40
周
年
記
念
行
事
を
開
催
。

40
周
年
を
機
に
、東
日
本
コ
ー
ス
を
休
講
と
し
東
西
一
本
化
を
図
る
。

6
月	

ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
を
創
設
、
第
１
回
開
催
に
向
け
パ
イ

ロ
ッ
ト
会
議
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
。

９
月	

「
07
中
期
財
政
施
策
（
2
0
0
9
～
11
年
度
）」
を
策
定
。
支
出
削

減
策
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
確
認
。

5
月　

北
米
・
東
南
ア
ジ
ア
調
査
団
を
改
め
、
第
１
回
国
際
労
働
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
に
25
名
派
遣
。

6
月　

第
１
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
を
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
。

9
月	

加
藤
議
長
勇
退
。
西
原
浩
一
郎
議
長
、
若
松
英
幸
事
務
局
長
就
任
。

10
月	

不
安
定
労
働
に
反
対
す
る
世
界
行
動
デ
ー
、
集
会
を
日
比
谷
で
開

催
。
連
合
・
Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
共
催
で
初
め
て
世
界
同
時
に
開
催
。

３
月　

期
末
に
向
け
た
雇
用
維
持
や
将
来
の
雇
用
創
出
に
関
す
る
「
緊
急

雇
用
対
策
」
を
各
府
省
大
臣
お
よ
び
民
主
党
政
調
会
長
宛
に
要
請
。

5
月　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
西
日
本
）40
周
年
記
念
行
事
を
同

志
社
大
学
で
開
催
。
修
了
生
は
1
3
4
3
名
に
。

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
第
32
回
世
界
対
会（
イ
ェ
テ
ボ
リ
）開
催
。ペ
ー
タ
ー
ス
会
長
、

マ
レ
ン
タ
ッ
キ
書
記
長
が
勇
退
。
フ
ー
バ
ー
会
長（
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
）、

ラ
イ
ナ
書
記
長（
北
欧
産
業
労
連
）を
選
出
。

4
月　

初
め
て
「
女
性
交
流
集
会
」
を
横
浜
で
開
催
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
。

6
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
「
健
全
な
労
使
関
係
構
築
に
関
す
る
労
使
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
今
後

定
期
的
に
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。

6
月	

第
23
回
常
任
幹
事
会
で
「
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」
を

承
認
。
計
画
期
間
は
10
年
９
月
～
14
年
８
月
と
し
た
。
９
月
の

第
49
回
定
期
大
会
で
報
告
。
★
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9
月	

常
任
幹
事
に
２
名
の
女
性
枠
を
新
設
。
事
務
局
体
制
を
４
局
か
ら

３
局
体
制
に
変
更
。

・
雇
用
者
全
体
に
占
め
る
非

正
規
労
働
者
の
割
合
３
割

超
え
る
。

・
11
月 

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
と
Ｗ
Ｃ

Ｌ
が
統
合
し
「
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ

（
国
際
労
働
組
合
総
連
合
）」

結
成
。

・
改
正
雇
用
対
策
法
に
よ
り

10
月
か
ら
外
国
人
の
雇
用

管
理
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
外
国
人
の
雇
用
状
況

の
届
け
出
が
義
務
化

・
11
月　

労
働
契
約
法
成
立

2
0
0
8
年
３
月
施
行

・
正
規
社
員
・
従
業
員
が
前

年
比
30
万
人
増
、
非
正
規

が
65
万
人
増
。

・
４
月  

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
が
施
行

・
１
～
３
月
期  

非
正
規
雇
用

が
22
万
人
減
少
。
輸
出
減

少
に
よ
り
製
造
業
で
も
非

正
規
の
減
少
進
む

・
12
月 

改
正
労
働
法
が
参
議

院
本
会
議
で
可
決
。
月
60
時

間
以
上
の
時
間
外
労
働
割
増

率
は
50
％
に
引
き
上
げ
。

・
非
正
規
労
働
者
の
雇
い
止
め
・

解
雇
が
激
走
。
97
万
人
の
非

正
規
労
働
者
が
職
を
失
う

・
３
月　

雇
用
保
険
法
改
正
案

成
立
。
非
正
規
労
働
者
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
へ

・
４
月　

改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
成
立

・
完
全
失
業
率 

５・
６
％

・
１
～
３
月
期　

非
正
規
労
働

者
1
7
0
8
万
人

・
４
月
以
降
雇
用
調
整
助
成
金

対
象
者
数
は
1
0
0
万
人

前
後

●
イ
ナ
バ
ウ
ア

●
品
格

●
格
差
社
会

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

●
Ｋ
Ｙ

（
空
気
が
読
め
な
い
）

●
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

難
民

●
グ
ー

●
ア
ラ
フ
ォ
ー

●
あ
な
た
と
は
違
う

●
派
遣
切
り

●
事
業
仕
分
け

●
年
越
し
派
遣
村

●
送
り
び
と

●
イ
ク
メ
ン

●
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８

●
女
子
会

●
食
べ
る
ラ
ー
油

●「
は
や
ぶ
さ
」が

地
球
に
帰
還

・
ラ
イ
ブ
ド
ア
堀
江
貴
文
社
長
逮
捕

・
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
安
倍
内
閣
発
足
（
９
月
）

・
中
越
沖
地
震

・
参
議
院
選
で
自
民
大
敗
、
民
主
大
躍
進
、

与
野
党
逆
転

・
安
倍
首
相
９
月
に
突
然
の
辞
任
。
福
田

内
閣
発
足

・
冥
王
星
が
惑
星
か
ら
降
格

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス
タ
ー
ト
（
４

月
）

・
週
の
半
分
以
上
を
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
夜

明
か
し
す
る
人
が
２
万
人
を
超
え
る

・
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

・
米
国
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
に
端

を
発
し
世
界
的
な
金
融
不
安
に
。
米
国

証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破

綻
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）

・
民
主
党
代
表
に
鳩
山
由
紀
夫
氏
選
出（
５

月
）

・
第
45
回
衆
議
院
総
選
挙
で
民
主
党
圧
勝
。

政
見
交
代
実
現

・
民
主
、社
民
、国
民
新
党
の
連
立
政
権
、

鳩
山
内
閣
発
足
（
９
月
）

・
鳩
山
内
閣
総
辞
職
。
菅
内
閣
発
足
。
政

府
が
新
成
長
戦
略
策
定
（
６
月
）

・
第
22
回
参
院
選
で
民
主
党
惨
敗
。
３
年

振
り
の
ね
じ
れ
国
会
に
（
７
月
）

・
第
18
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
を
横
浜
で

開
催

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
（
旧
I
M
F
）
の
動
き

文
化
・流
行
語
な
ど

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

21世紀新たな挑戦の時代インダストリオール結成  ～ＩＭＦ−ＪＣからＪＣＭへ～

★15  女性参画中期目標・
	  行動計画
ＩＭＦが全ての活動への女性参加率を２割
とするよう加盟組織に求めていることを受
け、金属労協としての女性参画中期目標と
行動計画を策定。方針、政策等の立案、意
思決定における女性の参画を促進し、女性
リーダーの育成に資するため諸会議、諸活
動への女性参画目標を掲げ、各産別の女性
組合員比率に見合った参画目標などを示し、
目標達成に向けての具体的な取り組みを行
うこととした。2014年７月には「第２次
女性参画中期目標・行動計画」を策定した。

  2025 Winter JCM  18 

2009年の不安定労働に反対する世界行動
デーでＪＣ三役を先頭にアピールウォーク

（09.10.16、日比谷）

初の「女性交流集会」を開催
（10.4.19、ワークピア横浜）

06年闘争中央総決起集会を開催
（06.3.3、東京・日本青年館）
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3
月　

５
年
振
り
に
賃
金
要
求
に
取
り
組
む
。
日
本
青
年
館
に
お
い
て

「
06
年
闘
争
中
央
総
決
起
集
会
」
を
開
催
。

5
月　

毎
年
作
成
し
て
い
た
「
政
策
・
制
度
要
求
」
を
２
年
に
１
度
と
す

る
こ
と
を
確
認
。「
重
点
課
題
の
抽
出
・
深
掘
り
」の
充
実
を
図
る
。

9
月　

金
属
労
協
の
機
能
強
化
を
目
指
す
改
革
案
を
ま
と
め
た
「
総
合
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
答
申
」
を
承
認
。

3
月　

春
闘
で
具
体
的
な
賃
金
改
善
要
求
行
い
、
産
業
間
・
規
模
間
の
格

差
是
正
を
図
る
取
り
組
み
を
行
う
。
結
果
1
0
5
6
組
合
が
賃
金

改
善
を
獲
得
。

４
月　

東
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
40
周
年
記
念
行
事
を
開
催
。

40
周
年
を
機
に
、東
日
本
コ
ー
ス
を
休
講
と
し
東
西
一
本
化
を
図
る
。

6
月	

ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
を
創
設
、
第
１
回
開
催
に
向
け
パ
イ

ロ
ッ
ト
会
議
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
。

９
月	

「
07
中
期
財
政
施
策
（
2
0
0
9
～
11
年
度
）」
を
策
定
。
支
出
削

減
策
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
確
認
。

5
月　

北
米
・
東
南
ア
ジ
ア
調
査
団
を
改
め
、
第
１
回
国
際
労
働
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
に
25
名
派
遣
。

6
月　

第
１
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
を
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
。

9
月	

加
藤
議
長
勇
退
。
西
原
浩
一
郎
議
長
、
若
松
英
幸
事
務
局
長
就
任
。

10
月	

不
安
定
労
働
に
反
対
す
る
世
界
行
動
デ
ー
、
集
会
を
日
比
谷
で
開

催
。
連
合
・
Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
共
催
で
初
め
て
世
界
同
時
に
開
催
。

３
月　

期
末
に
向
け
た
雇
用
維
持
や
将
来
の
雇
用
創
出
に
関
す
る
「
緊
急

雇
用
対
策
」
を
各
府
省
大
臣
お
よ
び
民
主
党
政
調
会
長
宛
に
要
請
。

5
月　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
西
日
本
）40
周
年
記
念
行
事
を
同

志
社
大
学
で
開
催
。
修
了
生
は
1
3
4
3
名
に
。

5
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
第
32
回
世
界
対
会（
イ
ェ
テ
ボ
リ
）開
催
。ペ
ー
タ
ー
ス
会
長
、

マ
レ
ン
タ
ッ
キ
書
記
長
が
勇
退
。
フ
ー
バ
ー
会
長（
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
）、

ラ
イ
ナ
書
記
長（
北
欧
産
業
労
連
）を
選
出
。

4
月　

初
め
て
「
女
性
交
流
集
会
」
を
横
浜
で
開
催
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
。

6
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
「
健
全
な
労
使
関
係
構
築
に
関
す
る
労
使
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
今
後

定
期
的
に
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。

6
月	

第
23
回
常
任
幹
事
会
で
「
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」
を

承
認
。
計
画
期
間
は
10
年
９
月
～
14
年
８
月
と
し
た
。
９
月
の

第
49
回
定
期
大
会
で
報
告
。
★
15

9
月	

常
任
幹
事
に
２
名
の
女
性
枠
を
新
設
。
事
務
局
体
制
を
４
局
か
ら

３
局
体
制
に
変
更
。

9
月　

宮
崎
で
「
連
合
宮
崎
金
属
部
門
連
絡
会
」
が
発
足
。
沖
縄
を
除
く
全

都
道
府
県
に
設
置
完
了
。

3
月　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
雇
用
対
策
な
ど
、
厚
生
労
働
省
に
要
請
。

9
月　

第
50
回
定
期
大
会
で
2
0
1
2
年
１
月
か
ら
会
費
を
１
人
31
円
逓

減
制
か
ら
１
人
25
円
と
す
る
こ
と
を
承
認
。

12
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）で
、
2
0
1
2
年
６
月
に
Ｉ

Ｍ
Ｆ
解
散
大
会
と
新
Ｇ
Ｕ
Ｆ
結
成
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
確

認
。

2
月　

円
高
是
正
と
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
、
民
主
党
な
ど
に
要
請
活
動
を

行
う
。

6
月　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
、Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
、Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
が
組
織
統
合
、1
4
0
カ
国
・

地
域
、
5
0
0
0
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
」
を
結
成
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
1
1
9
年
の

歴
史
に
幕
。

9
月　

金
属
労
協
の
英
文
略
称
を「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
」か
ら「
Ｊ
Ｃ
Ｍ
」に
変
更
。

9
月　
「
組
織
運
営
検
討
委
員
会
答
申
」
を
報
告
、
承
認
。
よ
り
抜
本
的
な

改
革
の
検
討
を
提
起
。 

★
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2
月　

タ
イ
で
初
の
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
関
す
る
労
使
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
。
労
使
1
2
0
名
が
参
加
。

3
月　

13
年
闘
争
は
す
べ
て
の
組
合
で
の
賃
金
構
造
維
持
分
確
保
に
取
り

組
ん
だ
。
前
年
を
上
回
る
組
合
で
の
賃
金
改
善
等
を
獲
得
し
た
。

4
月　

初
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
委
員
会
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
。

10
月　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
開
催
時
期
を
１
月
か
ら
10
月
に

変
更
。
運
営
委
員
体
制
も
見
直
し
た
。

3
月　

Ｊ
Ｃ
共
闘
全
体
で
「
人
へ
の
投
資
」
１
％
以
上
の
賃
上
げ
に
取
り

組
む
。
６
年
ぶ
り
に
６
割
近
く
の
組
合
が
賃
上
げ
を
獲
得
。

5
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
大
会
を
タ
イ
で
開

催
。「
女
性
に
関
す
る
決
議
」「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」
決
議
を
採
択
。

5
月	

結
成
50
周
年
を
迎
え
る

7
月	

第
24
回
常
任
幹
事
会
で
「
第
２
次
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計

画
」
を
承
認
。
計
画
期
間
を
14
年
９
月
～
18
年
８
月
と
し
、
定
期

大
会
、
協
議
委
員
会
で
30
％
以
上
の
女
性
参
画
比
率
を
目
指
す
。

9
月　
第
53
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
相
原
康
伸
議
長
、
浅
沼
弘
一
事
務

局
長
を
選
出
。

・
東
日
本
大
震
災
、
連
合
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
。延
べ

活
動
人
数
34
万
5
4
6
9

人
・
第
1
8
0
通
常
国
会
で
、

改
正
雇
用
保
険
法
、
労
働

者
派
遣
法
、
労
働
契
約
法
、

高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改

正
。

・
６
月　

総
評
会
館
の
名
称

を
「
連
合
会
館
」
に
変
更

・
２
月 

政
府
が
経
営
諸
団
体

に「
報
酬
引
き
上
げ
」を
要

請
・
８
月 

最
賃
引
き
上
げ
目
安

を
全
国
平
均
１
４
円
に
決

定
・
８
月　

最
賃
引
き
上
げ
目

安
を
全
国
平
均
１
６
円
に

決
定

●
ア
ラ
ブ
の
春

●
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

●
が
ん
ば
ろ
う
日
本

●
絆

●
ワ
イ
ル
ド
だ
ろ
ぉ

●
爆
弾
低
気
圧

●
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

●
維
新

●
い
つ
や
る
か
？

今
で
し
ょ
う

●
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ

●
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

・
東
日
本
大
震
災
発
生
。
福
島
第
一
原
発

で
大
規
模
な
事
故

・
野
田
内
閣
発
足
。
11
月
A
P
E
C
席
上

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
方
針
を
表
明

・
タ
イ
で
洪
水
被
害
。
国
土
の
３
分
の
１

が
被
害
。
日
系
企
業
の
工
場
も
創
業
停

止
に

・
円
相
場
77
円
78
銭
。
戦
後
最
高
値
に

（
10
月
）

・
2
0
1
1
年
度
貿
易
統
計
４
兆
４
１	

０
１
億
円
の
貿
易
赤
字
と
発
表

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成

・
ロ
ン
ド
ン
に
て
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
・
京
都
大
学
山
中
教
授
が
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
で

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

・
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
再
選
。
習
近
平
氏
、

中
国
共
産
党
総
書
記
に
選
出

・
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

・
参
院
選
挙
、
自
公
連
立
与
党
が
勝
利
。

ね
じ
れ
現
象
解
消
（
７
月
）

・
東
京
が
2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
決
定

・
消
費
税
５
％
か
ら
８
％
へ（
４
月
）

・
ロ
シ
ア
・
ソ
チ
に
て
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催

・
欧
州
中
央
銀
行
、
金
融
緩
和
追
加
策
と

し
て
政
策
金
利
を
過
去
最
低
の
年
０
・

15
％
と
す
る

・
タ
イ
・
イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
が
失
職

インダストリオール結成  ～ＩＭＦ−ＪＣからＪＣＭへ～

★16 組織運営検討委員会答申
インダストリオール結成、連合会費の引き上げ
に伴う産別財政の逼迫などの状況変化を踏まえ、
金属労協として果たすべき役割や将来的な組織・
財政運営のあり方を議論。具体案として、支出
削減に取り組み、管理費・活動費で約4000万
円の支出削減を行うこと、長期安定財政が確立
されるまでには、財政基金積立金を活用してい
くこと、さらに効率化を推進し、４年間を目処に
抜本的な支出削減策を実施し収支均衡が図れる
ようにすること、などを盛り込んだ。

19   JCM   2025 Winter

140カ国・地域、5000万人のインダスト
リオール・グローバルユニオン結成大会

（12.6.19～20、デンマーク・コペンハ
ーゲン）

タイで第１回建設的な労使関
係構築に向けた労使ワークシ
ョップ開く（13.2.8、タイ・バ
ンコク）

2014年闘争推進集会でガンバロー三唱
（14.1.28、パシフィコ横浜）



文
化
・流
行
語
な
ど

西
暦
（
和
暦
）

2
0
1
5

（
平
成
27
年
）

2
0
1
6

（
平
成
28
年
）

2
0
1
7

（
平
成
29
年
）

２
月　
「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し
に
お
け
る
金
属
労
協
の
考
え

方
」を
確
認
。

３
月　

2
0
0
2
年
闘
争
以
来
13
年
ぶ
り
に
、
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
額
を

「
6
0
0
0
円
以
上
」
と
方
針
で
示
し
た
。
2
0
1
4
年
に
復
活
し

た
賃
上
げ
の
獲
得
組
合
比
率
、賃
上
げ
額
と
も
前
年
を
上
回
っ
た
。

9
月　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
第
１
回
女
性
世
界
会
議
開
催
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
の
指
導
部
と
組
織
機
構
に
お
け
る
女
性
参
画
率
40
％
を
採
決
。

9
月　

ハ
ニ
フ
・
ダ
キ
リ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
大
臣
が
Ｊ
Ｃ
Ｍ
訪
問
。

12
月　

2
0
1
6
年
闘
争
で
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
付
加
価
値

の
適
正
循
環
」を
提
起
。
★
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1
月　

東
京
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
執
行
委
員

会
・
女
性
委
員
会
を
開
催
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
３
年
連
続
の
継
続
的
な
賃
上

げ
を
確
保
。

10
月	

第
２
回
世
界
大
会
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
。
イ
ェ
ル
ク
・
ホ
フ
マ
ン

会
長
、
バ
ル
タ
ー
・
サ
ン
チ
ェ
ス
書
記
長
を
選
出
。
相
原
康
伸
Ｊ

Ｃ
Ｍ
議
長
を
執
行
委
員
／
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
共
同
議
長
／
副
会

長
に
選
出
。

1
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
組
織
協
議
会
発
足
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
2
9
9
人
以
下
の
組
合
の
賃

上
げ
額
の
平
均
が
1
0
0
0
人
以
上
の
賃
上
げ
額
を
上
回
っ
た
。

4
月	

「
第
４
次
産
業
革
命
の
い
ま
と
将
来
」
を
テ
ー
マ
に
「
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４・
０
」
に
関
す
る
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

9
月	

第
56
回
定
期
大
会
で
髙
倉
明
議
長
就
任

9
月	

第
９
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
を
京
都
で
開
催
、
発
展
的
解

消
を
確
認
。

9
月	

政
策
レ
ポ
ー
ト
「
人
手
不
足
の
中
で
、
金
属
産
業
に
と
っ
て
重
要

性
が
増
大
す
る
特
定
最
低
賃
金
」
を
発
行
。

11
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
て
開
催
。

執
行
委
員
／
共
同
議
長
／
副
会
長
を
髙
倉
Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
に
引
き

継
ぐ
。
造
船
・
船
舶
解
撤
部
会
長
は
神
田
基
幹
労
連
委
員
長
へ
。

・
差
別
的
取
り
扱
い
禁
止
の
範

囲
を
拡
大
す
る
改
正
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
施
行（
４
月
）

・
エ
ル
マ
ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
民

間
部
門
の
人
権
Ｄ
Ｄ
履
行

を
要
請
（
６
月
）

・
派
遣
労
働
者
の
雇
用
安
定
措

置
、
期
間
制
限
ル
ー
ル
の
緩
和

な
ど
を
内
容
と
す
る
改
正
労

働
者
派
遣
法
が
施
行
（
９
月
）

・
連
合
古
賀
伸
明
会
長
（
電

機
連
合
）に
代
わ
っ
て
神
津

里
季
生
会
長
（
基
幹
労
連
）

就
任
（
10
月
）

・
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

「
第
４
次
産
業
革
命
」
が
テ

ー
マ
に
（
１
月
）

・
経
産
省
「
新
産
業
構
造
ビ
ジ
ョ

ン
中
間
整
理
」
で
第
４
次
産
業

革
命
に
よ
っ
て
7
3
5
万
人

の
雇
用
喪
失
試
算
（
４
月
）

・
政
府
が
年
率
３
％
程
度
の

法
定
最
賃
引
き
上
げ
方
針

（
６
月
）

・
ド
イ
ツ
連
邦
労
働
社
会
省

が
「
労
働
４・
０
」
と
り
ま

と
め
（
11
月
）

・
政
府
が
「
働
き
方
改
革
実

行
計
画
」
を
策
定
（
３
月
）

・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
「
多
国
籍
企
業
宣

言
」
の
改
訂
で
人
権
Ｄ
Ｄ

を
盛
り
込
む
（
３
月
）

・
政
府
の
「
骨
太
方
針
2

	
0
	

1
7
」
で
全
国
加
重
平
均
1
	

0
0
0
円
の
地
賃
目
標
を

打
ち
出
す
（
６
月
）

●�

明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
が
世
界
遺
産

に
（
７
月
）

●�

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理

学
賞
に
大
村
智
氏
、

物
理
学
賞
に
梶
田
隆

章
氏（
10
月
）

●
「
爆
買
い
」「
ト
リ
プ

ル
ス
リ
ー
」
が
流
行

語
大
賞

●�

国
立
西
洋
美
術
館
が

世
界
遺
産
に

（
７
月
）

●�

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク（
８
月
）

●�

14
歳
の
藤
井
聡
太
氏

が
プ
ロ
棋
士
に
（
10

月
）

●�

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理

学
賞
に
大
隅
良
典
氏

（
10
月
）

●「
神
っ
て
る
」が
流
行

語
大
賞

●�

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
が
世
界
遺

産
に

●�

陸
上
男
子
1
0
0

メ
ー
ト
ル
走
で
桐
生

祥
秀
が
日
本
人
で
初

の
９
秒
台
（
９
月
）

・�

新
規
制
基
準
後
初
、
川
内
原
発
再
稼
働

（
８
月
）

・�

国
連
総
会
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）が
採
択
さ
れ
る
（
９
月
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト  （
10

月
）

・�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
（
10
月
）

・�

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
パ
リ
協
定
採
択（
12
月
）

・
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策（
１
月
）

・
民
主
党
と
維
新
の
党
が
合
流
し
、
民
進

党
発
足（
３
月
）

・
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化（
４
月
）

・
最
大
震
度
７
の
熊
本
地
震
で
死
亡
50
名

（
４
月
）

・
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
（
５
月)

・
選
挙
権
年
齢
は
18
歳
以
上
に（
６
月
）

・
米
国
で
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

就
任
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
離
脱
（
１
月
）

・
九
州
北
部
豪
雨
で
死
亡
・
行
方
不
明
40

名
超
（
７
月
）

・
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
の
大
筋
合
意

（
７
月
）

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
動
き

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

賃上げ復活と　　　　　　良質な雇用の実現

★17 付加価値の適正循環
金属労協では、2016年闘争において「付
加価値の適正循環」構築を掲げた。バリ
ューチェーンにおいて、各プロセス・分
野の企業で適正に付加価値を確保し、そ
れを「人への投資」、設備投資、研究開
発投資に用いることにより、強固な国内
事業基盤と企業の持続可能性の確保を図
る取り組みである。具体的には、①「付
加価値の適正循環」の理解促進、②付加
価値の適正配分、③付加価値の拡大、に
向けて取り組んでいる。

  2025 Winter JCM  20 

インダストリオール・アジア太平洋地域執行
委員会・女性委員会（2016 年１月）

インダストリオール日本加盟組織協議会発足
（2017年１月）

アジア金属労組連絡会議を発展的解消
（2017 年９月）



2
0
1
8

（
平
成
30
年
）

2
0
1
9

（
平
成
31
年
・

令
和
元
年
）

2
0
2
0

（
令
和
2
年
）

※
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

２
月　
「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し
に
お
け
る
金
属
労
協
の
考
え

方
」を
確
認
。

３
月　

2
0
0
2
年
闘
争
以
来
13
年
ぶ
り
に
、
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
額
を

「
6
0
0
0
円
以
上
」
と
方
針
で
示
し
た
。
2
0
1
4
年
に
復
活
し

た
賃
上
げ
の
獲
得
組
合
比
率
、賃
上
げ
額
と
も
前
年
を
上
回
っ
た
。

9
月　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
第
１
回
女
性
世
界
会
議
開
催
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
の
指
導
部
と
組
織
機
構
に
お
け
る
女
性
参
画
率
40
％
を
採
決
。

9
月　

ハ
ニ
フ
・
ダ
キ
リ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
大
臣
が
Ｊ
Ｃ
Ｍ
訪
問
。

12
月　

2
0
1
6
年
闘
争
で
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
付
加
価
値

の
適
正
循
環
」を
提
起
。
★
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1
月　

東
京
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
執
行
委
員

会
・
女
性
委
員
会
を
開
催
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
３
年
連
続
の
継
続
的
な
賃
上

げ
を
確
保
。

10
月	

第
２
回
世
界
大
会
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
。
イ
ェ
ル
ク
・
ホ
フ
マ
ン

会
長
、
バ
ル
タ
ー
・
サ
ン
チ
ェ
ス
書
記
長
を
選
出
。
相
原
康
伸
Ｊ

Ｃ
Ｍ
議
長
を
執
行
委
員
／
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
共
同
議
長
／
副
会

長
に
選
出
。

1
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
組
織
協
議
会
発
足
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
2
9
9
人
以
下
の
組
合
の
賃

上
げ
額
の
平
均
が
1
0
0
0
人
以
上
の
賃
上
げ
額
を
上
回
っ
た
。

4
月	

「
第
４
次
産
業
革
命
の
い
ま
と
将
来
」
を
テ
ー
マ
に
「
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４・
０
」
に
関
す
る
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

9
月	

第
56
回
定
期
大
会
で
髙
倉
明
議
長
就
任

9
月	

第
９
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
を
京
都
で
開
催
、
発
展
的
解

消
を
確
認
。

9
月	

政
策
レ
ポ
ー
ト
「
人
手
不
足
の
中
で
、
金
属
産
業
に
と
っ
て
重
要

性
が
増
大
す
る
特
定
最
低
賃
金
」
を
発
行
。

11
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
て
開
催
。

執
行
委
員
／
共
同
議
長
／
副
会
長
を
髙
倉
Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
に
引
き

継
ぐ
。
造
船
・
船
舶
解
撤
部
会
長
は
神
田
基
幹
労
連
委
員
長
へ
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
賃
上
げ
獲
得
組
合
の
割
合
が

回
答
組
合
の
約
７
割
、
2
9
9
人
以
下
の
組
合
で
も
約
６
割
と
裾

野
が
拡
大
。

9
月　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４・
０
に
関
す
る
日
独
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

た
め
、ホ
フ
マ
ン
会
長
を
含
む
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
代
表
団
が
来
日
。

9
月　

政
策
レ
ポ
ー
ト
「
外
国
人
労
働
者
の『
新
た
な
在
留
資
格
の
創
設
』

に
関
す
る
当
面
の
考
え
方
（
そ
の
２
）」
発
行
。

9
月　

組
織
財
政
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
間
報
告
」
★
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10
月　

節
目
と
な
る
第
50
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
。
修

了
生
は
1
7
3
5
名
に
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
３
分
の
２
程
度
の
組
合
が
賃

上
げ
を
獲
得
し
、
賃
上
げ
の
流
れ
を
継
続
。

5
月　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
50
周
年
記
念
式
典
＆
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
。

7
月　
「
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
政
策
課
題
研
究
会
」を
参
議
院

議
員
会
館
で
開
催
。

10
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
電
機
・
電
子
世
界
会
議
を
タ
イ
で

開
催
。
野
中
電
機
連
合
委
員
長
が
共
同
部
会
長
に
再
選
。

1
月　
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
と
今
後
の
展

開
」
を
テ
ー
マ
に
政
策
課
題
研
究
会
を
実
施
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、

賃
上
げ
獲
得
組
合
の
比
率
、
賃
上
げ
額
の
平
均
は
低
下
し
た
が
、

環
境
激
変
の
影
響
を
一
定
程
度
に
押
し
止
め
た
。

4
月	

自
民
党
と
国
民
民
主
党
に
対
し
て
、
新
型
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言
後
の
対
応
に
関
す
る
要
請
を
実
施
。

4
月	

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル

の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
政
策
課
題
研
究
会
を
実
施
。

6
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
。
10
月
開
催
予
定
の
世
界
大
会
を
延
期
。

・
神
津
里
季
生
連
合
会
長
が

再
選
（
10
月
）

・
最
長
５
年
の
受
け
入
れ
を

認
め
る
改
正
技
能
実
習
法

施
行
（
11
月
）

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
責
任
あ
る
企
業

行
動
の
た
め
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ

ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
策
定（
５
月
）

・
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事

件
、
長
澤
運
輸
事
件
で
最
高

裁
が
賃
金
格
差
の
不
合
理

性
を
判
断
（
６
月
）

・
働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立

（
６
月
）

・
厚
労
省
が
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定（
12
月
）

・
新
し
い
在
留
資
格
「
特
定
技

能
」
を
導
入
す
る
改
正
入
管

法
施
行
（
４
月
）

・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
創
立
1
0
0
周
年

（
６
月
）

・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で「
暴
力
及
び
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
条
約
」採
択

  （
６
月
）

・
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本

主
義
に
基
づ
く
「
ダ
ボ
ス
・

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
2
0
2
0
」

を
示
す（
１
月
）

・
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
施
行
（
６

月
）

●�

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に

英
国
籍
の
カ
ズ
オ
・

イ
シ
グ
ロ
氏
（
10
月
）

●「
イ
ン
ス
タ
映
え
」 

「
忖
度
」
が
流
行
語

大
賞

●
平
昌
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
２
月
）

●
「
そ
だ
ね
ー
」が
流
行

語
大
賞

●
ロ
シ
ア
で
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
開
催
、
日
本
は

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
（
６
～
７
月
）

●
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
が
世
界
遺
産
に（
６

月
）

●
テ
ニ
ス
全
米
オ
ー
プ

ン
で
大
坂
な
お
み
選

手
優
勝
（
９
月
）

●
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医

学
賞
に
本
庶
佑
氏

（
10
月
）

●
米
大
リ
ー
グ
・
大
谷

翔
平
選
手
が
新
人
賞

（
11
月
）

●�

仁
徳
天
皇
陵
古
墳
な 

ど
が
世
界
遺
産
に　 

（
７
月
）

●�

日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
開
催
（
９
～
11
月
）

●�

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に 

吉
野
彰
氏
決
定　
　

 

（
10
月
）

●�

那
覇
市
の
首
里
城
が

焼
失（
10
月
）

●�「
O
N
E 
T
E
A
M
」

が
流
行
語
大
賞

●�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
決
定

（
３
月
）

●「
３
密
」が
流
行
語
大

賞

・
民
進
党
３
分
裂
、（
旧
）立
憲
民
主
党
結

成（
10
月
）

・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
、
イ
ラ
ン
核
合
意

か
ら
の
離
脱
表
明
（
５
月
）

・
西
日
本
豪
雨
で
死
者
2
2
0
人
超（
７
月
）

・
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
松
本
智
津
夫
死

刑
囚
ら
の
死
刑
執
行
（
７
月
）

・
台
風
21
号
で
関
西
空
港
が
冠
水
し
孤
立

（
９
月
）

・
最
大
震
度
７
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

で
死
亡
41
名（
９
月
）

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
が
発
効（
12
月
）

・�

天
皇
陛
下
が
退
位
さ
れ
上
皇
に
。
皇
太

子
徳
仁
親
王
が
即
位
し
て
令
和
に
改
元

（
５
月
）

・�

大
阪
で
Ｇ
20
開
催
（
６
月
）

・�

消
費
税
率
10
％
に
引
き
上
げ
、
飲
食
料

品
は
８
％
に
据
え
置
き（
10
月
）

・�

台
風
19
号
で
北
陸
新
幹
線
車
両
基
地
が

浸
水
、1
2
0
車
両
が
廃
車
に（
10
月
）

・
英
国
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
１
月
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
（
３
月
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事
態
宣
言
発
令

（
４
月
）

２０１５－２４ 賃上げ復活と　　　　　　良質な雇用の実現

★18 組織財政検討プロジェクト
「中間報告」

2018年9月の第57回定期大会で確認。財政状況を
踏まえ、活動の選択と集中によって収支均衡めざす。
活動の主軸を、①国際活動と国内活動の相互連携、②
産別を超える「場」の提供、③産別共通課題への取り組
み、に整理。その活動を実行できる組織体制と財政の
あり方について検討し、2020年の定期大会に向けて、
将来的な金属労協のあるべき姿を描き、その実現に向
けた取り組みに着手することを確認した。

21   JCM   2025 Winter

労働リーダーシップコース50周年記念式典で
卒業生によるパネルディスカッション（2019年５月）



西
暦
（
和
暦
）

2
0
2
1

（
令
和
3
年
）

2
0
2
2

（
令
和
4
年
）

2
0
2
0

（
令
和
2
年
）

1
月　

岩
井
伸
哉
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
長
就
任
。

２
～
４
月コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
、
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
の
代
替
策
と

し
て
各
産
別
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

３
月　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
残
る
中
で
、3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
の

要
求
。
４
割
の
組
合
が
賃
上
げ
を
獲
得
す
る
な
ど
継
続
的
な
賃
上

げ
の
流
れ
を
繋
い
だ
。

6
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
青
年
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
７
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
W
e
b
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
。

6
月	

Ｆ
Ｅ
Ｓ

−イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
Ｗ
ｅ
ｂ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
バ

ッ
テ
リ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
戦
略
の
開
発
」
開
催
。
産
業

横
断
の
活
動
が
本
格
稼
働
。

9
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
。

★
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9
月	

第
60
回
定
期
大
会
で
金
子
晃
浩
議
長
就
任
。

10
月	

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
、
第
52
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を

規
模
を
縮
小
し
、
受
講
生
17
名
で
開
催
。

10
～
1
月　

Ｗ
ｅ
ｂ
講
座
「
経
済
学
入
門
」
を
実
施
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
賃
上
げ
獲
得
組
合
の
割
合
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
し
、
賃
上
げ
額
は
2
0
1
4
年
以
降

最
も
高
く
な
っ
た
。

５
～
６
月　

Ｗ
ｅ
ｂ
講
座
「
Ｄ
Ｘ
入
門
」
を
実
施
。

8
月　
「
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
組
合
の
対
応

ポ
イ
ン
ト
」
作
成 

★
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9
月　

第
61
回
定
期
大
会
で
、
梅
田
利
也
事
務
局
長
就
任
。

9
月　

Ｇ
Ｕ
Ｆ
横
断
的
な
活
動
と
し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
国
際

運
輸
労
連
・
Ｕ
Ｎ
Ｉ
・
Ｆ
Ｅ
Ｓ
共
催
で
国
際
労
働
組
合
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
未
来
と
労
働
組
合
の
戦
略
的
な
対
応
に

つ
い
て
」
を
開
催
。

３
月　

賃
上
げ
要
求
6
0
0
0
円
以
上
。
賃
上
げ
獲
得
組
合
の
割
合
、
賃

上
げ
額
は
、
2
0
1
4
年
以
降
最
高
。

4
～
６
月

�

特
定
最
低
賃
金
に
関
し
、
大
阪
、
愛
知
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を

実
施
。

5
～
６
月「

地
方
に
お
け
る
産
業
政
策
課
題
2
0
2
3
」
に
つ
い
て
、
初
の

Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
会
を
実
施
。

6
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
中
間
政
策
会
議
を
南
ア
フ
リ
カ
に
て
開

催
。

11
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
。
金
子
Ｊ
Ｃ
Ｍ

議
長
が
執
行
委
員
／
副
会
長
／
地
域
共
同
議
長
に
就
任
。
津
村
基

幹
労
連
委
員
長
が
造
船
・
船
舶
解
撤
部
会
長
に
就
任
。

・
連
合
神
津
里
季
生
会
長
に

代
わ
っ
て
芳
野
友
子
会
長

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）就
任
（
10
月
）

・
経
団
連
「
人
権
を
尊
重
す

る
経
営
の
た
め
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
策
定
（
12
月
）

・
政
府
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た
め

の
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
を
策
定
（
12
月
）

・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
中
核
的
労
働
基
準
に

「
安
全
で
健
康
的
な
労
働
環

境
」
を
追
加
（
５
～
６
月
）

・
政
府
が
「
責
任
あ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け

る
人
権
尊
重
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」策
定（
９
月
）

・
物
価
上
昇
に
よ
り
、
毎
勤
統

計
で
年
間
の
実
質
賃
金
（
現

金
給
与
総
額
）
が
マ
イ
ナ
ス

1
・
0
％

・
経
団
連
が
「
物
価
動
向
を

重
視
し
た
賃
金
引
上
げ
」

を
打
ち
出
す
（
１
月
）

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
責
任
あ
る
企
業
行

動
に
関
す
る
多
国
籍
企
業
行

動
指
針
」に
改
訂
（
６
月
）

・
物
価
上
昇
下
で
の
闘
争
、連
合

集
計
で
定
昇
込
み
3
・
58
％
、

ベ
ア
2
・
12
％（
７
月
）

・
地
賃
の
全
国
加
重
平
均
が

1
0
0
4
円
に
（
10
月
）

・
政
府
が
「
労
務
費
の
適
切

な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
を
策

定
（
11
月
）

・
毎
勤
統
計
で
年
間
の
実
質
賃

金
が
２
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

・
日
本
政
府
が
「『
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
』
に
関
す
る
行
動
計
画

（
2
0
2
0
～
2
0
2
5
）」

を
策
定
（
10
月
）

●�

ゴ
ル
フ
の
松
山
英
樹

選
手
が
マ
ス
タ
ー
ズ
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優

勝（
４
月
）

●�

東
京
で
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
７
～
８
月
）

が
原
則
無
観
客
で
開

催
。

●�「
奄
美
大
島
、
徳
之

島
、
沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」「
北
海
道・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
が
世
界
遺
産
に

（
７
月
）

●�

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

に
真
鍋
淑
郎
氏

  （
10
月
）

●�

米
大
リ
ー
グ
の
大
谷

翔
平
選
手
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ

初
受
賞
（
11
月
）

●
「
リ
ア
ル
二
刀
流
／

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
が

流
行
語
大
賞

●�

北
京
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
２
月
）

●�

カ
タ
ー
ル
で
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
開
催
、
日
本

は
２
大
会
連
続
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出（
11
～
12
月
）

●「
村
神
様
」
が
流
行
語

大
賞

●�

W
B
C
で
日
本
が
３

大
会
ぶ
り
３
回
目
の

優
勝
（
３
月
）

●�
将
棋
で
藤
井
聡
太
八

冠
が
誕
生
（
10
月
）

●
「
ア
レ（
A

・R

・E
）」

が
流
行
語
大
賞

・
米
国
で
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が

就
任
（
１
月
）

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
（
2
月
）

・
改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
成
立

（
５
月
）

・
熱
海
市
で
土
石
流
、
死
亡
・
行
方
不
明

27
名
（
７
月
）

・
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
（
９
月
）

・
岸
田
文
雄
内
閣
が
発
足
（
10
月
）、「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」「
新
し
い
資
本

主
義
」
を
打
ち
出
す
。

・�

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
開
始
（
２

月
）、
原
油
価
格
が
急
騰
。

・�

成
人
年
齢
18
歳
に
（
４
月
）

・�

経
済
安
全
保
障
推
進
法
が
成
立（
５
月
）

・�

安
部
元
首
相
暗
殺(

７
月)

・�

消
費
者
物
価
上
昇
率
が
３
％
台
に
。（
８

月
）

・�

英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
崩
御
（
９
月
）

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
４

月
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
５
類
に
移
行
（
５
月
）

・
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
５
月
）

・
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出

開
始
（
８
月
）

・
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
（
10

月
）

・
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
で
大
規
模
テ
ロ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ガ
ザ
に
侵
攻
（
10
月
）

・
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
広
が
る
。

・
立
憲
民
主
党
と
国
民
民
主
党
が
合
流
し
、

立
憲
民
主
党
を
結
党
（
９
月
）

・
菅
内
閣
発
足
（
９
月
）

・
Ｇ
20
で
2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
目
標
を
示
す

（
11
月
）

金
属
労
協
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
動
き

文
化
・流
行
語
な
ど

労
働
運
動
・
労
働
関
連

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

9
月	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
59
回
定
期
大

会
を
初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
。

10
月　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
第
52
回
労
働
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
を
断
念
。

11
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
開
催
。
世
界
大
会
を
2

	

0

	
2
	

1
年
９
月
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
電
機
・
電
子
共
同

部
会
長
に
神
保
政
史
電
機
連
合
委
員
長
を
選
出
。

★19 インダストリオール世界大会
2021年 9月に第3回インダストリオール世界大会
をコロナ禍によりオンライン形式で開催。ホフマン会
長再選、アトレ・ホイエ書記長、松崎寛書記次長 (ア
ジア圏から初の書記次長 )等を選出。「公正な未来のた
めに団結しよう」というテーマの下、①労働者の権利
の促進、②組合の力の構築、③グローバル資本への対
抗、④持続可能な産業政策、の４つの項目で議論を行
った。また、女性割合をすべてのレベルで40％とす
る規約改正を行った。

★20 人権デュー・ディリジェンス
2022年9月の第61回定期大会にて特別報告。
企業のサプライチェーン等の全体にわたり人権侵
害を撲滅する仕組みである「人権デュー・ディリ
ジェンス」について、ステークホルダーとの協議
を前提に、特別なステークホルダーである労働組
合としてこれに積極的に参画すべく、人権デュー・
ディリジェンスに関する解説や、企業と協議する
にあたって留意する点等をとりまとめた。

  2025 Winter JCM  22 

第59回定期大会をコロナ禍によりWeb開催
（2020年９月）



2
0
2
3

（
令
和
5
年
）

2
0
2
4

（
令
和
6
年
）

1
月　

岩
井
伸
哉
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
長
就
任
。

２
～
４
月コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
、
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
の
代
替
策
と

し
て
各
産
別
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

３
月　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
残
る
中
で
、3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
の

要
求
。
４
割
の
組
合
が
賃
上
げ
を
獲
得
す
る
な
ど
継
続
的
な
賃
上

げ
の
流
れ
を
繋
い
だ
。

6
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
青
年
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
７
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
W
e
b
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
。

6
月	

Ｆ
Ｅ
Ｓ

−イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
Ｗ
ｅ
ｂ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
バ

ッ
テ
リ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
戦
略
の
開
発
」
開
催
。
産
業

横
断
の
活
動
が
本
格
稼
働
。

9
月	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
。

★
19

9
月	

第
60
回
定
期
大
会
で
金
子
晃
浩
議
長
就
任
。

10
月	

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
、
第
52
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を

規
模
を
縮
小
し
、
受
講
生
17
名
で
開
催
。

10
～
1
月　

Ｗ
ｅ
ｂ
講
座
「
経
済
学
入
門
」
を
実
施
。

３
月　

3
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。
賃
上
げ
獲
得
組
合
の
割
合
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
し
、
賃
上
げ
額
は
2
0
1
4
年
以
降

最
も
高
く
な
っ
た
。

５
～
６
月　

Ｗ
ｅ
ｂ
講
座
「
Ｄ
Ｘ
入
門
」
を
実
施
。

8
月　
「
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
組
合
の
対
応

ポ
イ
ン
ト
」
作
成 

★
20

9
月　

第
61
回
定
期
大
会
で
、
梅
田
利
也
事
務
局
長
就
任
。

9
月　

Ｇ
Ｕ
Ｆ
横
断
的
な
活
動
と
し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
国
際

運
輸
労
連
・
Ｕ
Ｎ
Ｉ
・
Ｆ
Ｅ
Ｓ
共
催
で
国
際
労
働
組
合
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
未
来
と
労
働
組
合
の
戦
略
的
な
対
応
に

つ
い
て
」
を
開
催
。

３
月　

賃
上
げ
要
求
6
0
0
0
円
以
上
。
賃
上
げ
獲
得
組
合
の
割
合
、
賃

上
げ
額
は
、
2
0
1
4
年
以
降
最
高
。

4
～
６
月

�

特
定
最
低
賃
金
に
関
し
、
大
阪
、
愛
知
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を

実
施
。

5
～
６
月「

地
方
に
お
け
る
産
業
政
策
課
題
2
0
2
3
」
に
つ
い
て
、
初
の

Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
会
を
実
施
。

6
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
中
間
政
策
会
議
を
南
ア
フ
リ
カ
に
て
開

催
。

11
月　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
。
金
子
Ｊ
Ｃ
Ｍ

議
長
が
執
行
委
員
／
副
会
長
／
地
域
共
同
議
長
に
就
任
。
津
村
基

幹
労
連
委
員
長
が
造
船
・
船
舶
解
撤
部
会
長
に
就
任
。

前
年
11
月
、２
月
、
６
月
、
７
月

政
治
顧
問
懇
談
会
の
開
催
を
増
や
し
連
携
を
強
化
。

３
月　

1
0
0
0
0
円
以
上
の
賃
上
げ
要
求
。賃
上
げ
獲
得
組
合
の
割
合
、

賃
上
げ
額
の
平
均
は
近
年
に
な
い
高
い
水
準
。

3
月　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
・
ベ
ナ
ー
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
が
来
日
、
Ｊ
Ｃ

Ｍ
訪
問
。

５
月　

特
定
最
低
賃
金
に
関
し
、
大
阪
、
愛
知
、
東
京
・
神
奈
川
の
担
当

者
と
意
見
交
換
を
実
施
。

6
月　

地
方
政
策
学
習
会
を
w
e
b
で
開
催
。

9
月　

60
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）。

・
連
合
神
津
里
季
生
会
長
に

代
わ
っ
て
芳
野
友
子
会
長

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）就
任
（
10
月
）

・
経
団
連
「
人
権
を
尊
重
す

る
経
営
の
た
め
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
策
定
（
12
月
）

・
政
府
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た
め

の
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
を
策
定
（
12
月
）

・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
中
核
的
労
働
基
準
に

「
安
全
で
健
康
的
な
労
働
環

境
」
を
追
加
（
５
～
６
月
）

・
政
府
が
「
責
任
あ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け

る
人
権
尊
重
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」策
定（
９
月
）

・
物
価
上
昇
に
よ
り
、
毎
勤
統

計
で
年
間
の
実
質
賃
金
（
現

金
給
与
総
額
）
が
マ
イ
ナ
ス

1
・
0
％

・
経
団
連
が
「
物
価
動
向
を

重
視
し
た
賃
金
引
上
げ
」

を
打
ち
出
す
（
１
月
）

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
責
任
あ
る
企
業
行

動
に
関
す
る
多
国
籍
企
業
行

動
指
針
」に
改
訂
（
６
月
）

・
物
価
上
昇
下
で
の
闘
争
、連
合

集
計
で
定
昇
込
み
3
・
58
％
、

ベ
ア
2
・
12
％（
７
月
）

・
地
賃
の
全
国
加
重
平
均
が

1
0
0
4
円
に
（
10
月
）

・
政
府
が
「
労
務
費
の
適
切

な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
を
策

定
（
11
月
）

・
毎
勤
統
計
で
年
間
の
実
質
賃

金
が
２
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

・
Ｅ
Ｕ
理
事
会
が
「
企
業
持
続

可
能
性
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
指
令
案
」
を
採
択
（
５

月
）

・
技
能
実
習
法
改
正
案
（
育

成
就
労
法
案
）
が
成
立
（
６

月
）

・
全
体
と
し
て
物
価
を
上
回

る
賃
上
げ
。
連
合
集
計
で

定
昇
込
み
5
・10
％
、
ベ
ア

3
・
56
％（
７
月
）

●�

ゴ
ル
フ
の
松
山
英
樹

選
手
が
マ
ス
タ
ー
ズ
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優

勝（
４
月
）

●�

東
京
で
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
７
～
８
月
）

が
原
則
無
観
客
で
開

催
。

●�「
奄
美
大
島
、
徳
之

島
、
沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」「
北
海
道・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
が
世
界
遺
産
に

（
７
月
）

●�

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

に
真
鍋
淑
郎
氏

  （
10
月
）

●�

米
大
リ
ー
グ
の
大
谷

翔
平
選
手
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ

初
受
賞
（
11
月
）

●
「
リ
ア
ル
二
刀
流
／

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
が

流
行
語
大
賞

●�

北
京
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
２
月
）

●�

カ
タ
ー
ル
で
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
開
催
、
日
本

は
２
大
会
連
続
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出（
11
～
12
月
）

●「
村
神
様
」
が
流
行
語

大
賞

●�

W
B
C
で
日
本
が
３

大
会
ぶ
り
３
回
目
の

優
勝
（
３
月
）

●�

将
棋
で
藤
井
聡
太
八

冠
が
誕
生
（
10
月
）

●
「
ア
レ（
A

・R

・E
）」

が
流
行
語
大
賞

●�

パ
リ
で
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
７
～
８
月
）

●�

佐
渡
島
の
金
山
が
世

界
遺
産
に
（
７
月
）

・
米
国
で
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が

就
任
（
１
月
）

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
（
2
月
）

・
改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
成
立

（
５
月
）

・
熱
海
市
で
土
石
流
、
死
亡
・
行
方
不
明

27
名
（
７
月
）

・
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
（
９
月
）

・
岸
田
文
雄
内
閣
が
発
足
（
10
月
）、「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」「
新
し
い
資
本

主
義
」
を
打
ち
出
す
。

・�

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
開
始
（
２

月
）、
原
油
価
格
が
急
騰
。

・�

成
人
年
齢
18
歳
に
（
４
月
）

・�

経
済
安
全
保
障
推
進
法
が
成
立（
５
月
）

・�

安
部
元
首
相
暗
殺(

７
月)

・�

消
費
者
物
価
上
昇
率
が
３
％
台
に
。（
８

月
）

・�

英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
崩
御
（
９
月
）

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
４

月
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
５
類
に
移
行
（
５
月
）

・
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
５
月
）

・
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出

開
始
（
８
月
）

・
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
（
10

月
）

・
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
で
大
規
模
テ
ロ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ガ
ザ
に
侵
攻
（
10
月
）

・
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
広
が
る
。

・
能
登
半
島
地
震
で
震
度
７
、
死
亡
2

	
0
	

0
名
超
（
１
月
）

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

  （
３
月
）

・
日
銀
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除

  （
３
月
）

・
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
候
補
狙
撃
事

件（
７
月
）

・
新
紙
幣
流
通
開
始（
７
月
）

２０１５－２４ 賃上げ復活と良質な雇用の実現

23   JCM   2025 Winter

インダストリオール中間政策会議（2023年６月）
政治顧問懇談会（2024年２月）

地方政策学習会をWebで開催（2024年６月）

大阪で最低賃金担当者と意見交換
（2024年５月）


